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は
炉
し
め
に

国
際
人
道
法
は
、
武
力
紛
争
に
お
い
て
戦
争
目
的
上
不
必
要
な
破
壊
・
殺
傷
を
禁
止
す
る
国
際
法
で
あ
り
、
交
戦
国
に
対
し
て
適

用
さ
れ
る
法
規
則
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
、
交
戦
国
が
国
家
實
任
を
負
宛
と
と
も
に
、
交
戦
国
は
そ
の
違

反
者
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
煙
。
こ
の
国
際
人
道
法
を
内
戦
に
適
用
す
る
制
度
と
し
て
交
戦
団
体
承
認
が
あ
る
・
し
か
し
、

既
存
の
政
府
が
反
徒
に
交
戦
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
こ
の
制
度
は
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
つ

輝
岱
か
わ
っ
て
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
に
お
い
て
、
反
徒
に
交
戦
資
格
を
認
め
る
こ
と
な
く
、
最
小
限
の

人
道
法
の
原
則
を
適
用
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
共
通
第
三
条
の
方
式
が
一
九
七
七
年
の
第
二
追
加
議
定
書
に
も
基
本
的
に

受
け
継
が
れ
、
こ
の
共
通
第
三
条
お
よ
び
第
二
追
加
議
定
書
が
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
基
本
的
文
書
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
文
書
は
、
そ
の
採
択
後
徐
々
に
多
く
の
国
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
条
約
規
定
そ
れ
自
体
が

個
人
を
拘
束
す
る
刑
事
規
定
で
あ
る
と
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
性
格
に
関
し
て
大
き
な
転
換
点
と
な
る
の
は
一
九
九
三
年
の
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判

所
規
程
と
、
．
そ
し
て
一
九
九
五
年
の
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
上
訴
裁
判
部
目
且
】
・
事
件
判
決
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
共

通
第
三
条
や
第
二
追
加
議
定
書
が
個
人
に
適
用
さ
れ
る
刑
罰
規
定
と
し
て
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
規
定
違
反
を
根
拠
に
個
人
に
刑
罰

を
科
し
う
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
展
開
は
一
九
九
八
年
に
採
択
さ
れ
た
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
個
人
へ
の
適
用
条
件
を
考
察
す
る
必
要
性
が
こ
こ
か
ら
生
じ
て
き
て
い
る
。

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
紙
い
で
対
象
犯
罪
と
さ
れ
た
「
犯
罪
中
の
犯
墾
と
し
で
の
『
ゴ
ァ
ク
ラ
イ
麺
》
」
に
は
、
侵
略
の
罪
、

ジ
ェ
ハ
サ
イ
ド
雫
人
道
に
対
点
る
鋼
そ
し
て
戦
争
犯
罪
が
あ
る
角
定
義
化
が
見
送
ら
れ
た
侵
略
の
罪
を
別
と
し
て
、
ジ
ニ
ノ
サ
イ
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ド
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
の
適
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
前
二
者
が
特
に
適
用
の
条
件
が
な
い
の
に
対
し
て
、
戦
争
犯
罪

に
つ
い
て
は
戦
争
法
（
国
際
人
道
法
）
の
適
用
条
件
が
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
と

し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
一
般
的
承
認
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
蕊
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
二
鍵
に
お
い
て
、
特
に
こ
の
適

用
を
制
限
す
る
条
件
は
な
い
・
他
方
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
国
際
軍
事
裁
判
所
条
伽
お
よ
び
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
伽
に
お
い
て

規
定
さ
れ
た
人
道
に
対
す
る
罪
に
関
し
て
は
「
本
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
犯
罪
の
遂
行
と
し
て
又
は
之
に
関
連
し
て
為
さ
れ
た
ろ

も
の
」
と
い
う
条
件
が
お
か
れ
て
い
極
・
「
し
か
し
、
今
で
は
こ
の
よ
う
な
条
件
は
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
独
立
し
た

犯
罪
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
駆
旦
な
お
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
で
は
「
武
力
紛
争
」
の
存
在
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た

術
｝
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
規
灘
お
よ
び
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
制
限
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
、
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
は
、
戦
争
犯
罪
行
為
を
規
定
す
る
国
際
人
道
法
自
体
に
適
用
条
件
が
存
在
し
て
い
る
。
特
に
内

戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
議
論
す
る
よ
う
に
、
適
用
条
件
が
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
・
人
道
に
対
す
る
罪
の
適
用
条
件
と
戦
争
犯
罪
の
適
用
条
件
と
の
相
違
は
な
ぜ
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。も
と
も
と
国
際
人
道
法
は
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
（
よ
り
正
確
に
言
え
ば
交
戦
資
格
を
持
つ
団
体
間
に
適
用
さ
れ
る
）

国
際
法
で
あ
り
、
そ
の
存
在
理
由
は
、
敵
の
打
倒
を
目
的
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
許
さ
れ
る
と
の
原
則
か
ら
出
発
し
、
戦
争
目
的

（
敵
の
打
倒
）
の
た
め
に
必
要
で
は
な
い
破
壊
・
殺
傷
・
非
人
道
的
行
為
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の

国
際
人
道
法
が
戦
争
（
武
力
紛
争
）
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
敵
の
打
倒
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
行
為
は
た

と
え
通
常
の
刑
法
で
は
違
法
と
さ
れ
る
行
為
で
も
「
合
法
的
戦
闘
行
為
」
と
し
て
許
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
通
常
の
刑
法
の
適
用
を
排

除
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
特
権
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
合
法
的
戦
闘
員
（
つ
ま
り
戦
闘
員
資
格
を
持
つ
者
）
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に
限
ら
れ
る
。
私
戦
を
排
除
し
、
そ
し
て
戦
闘
行
為
を
限
定
す
る
こ
と
が
、
人
道
的
目
的
か
ら
も
国
家
の
戦
争
遂
行
目
的
か
ら
も
必

要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
敵
兵
力
の
殺
傷
・
軍
事
目
標
へ
の
攻
撃
は
、
人
道
法
に
反
し
な
い

か
ぎ
り
許
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
適
用
に
は
国
際
的
武
力
紛
争
の
存
在
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
内
戦
（
交
戦
団
体
承
認
の
な
さ
れ
な
い
内
戦
）
に
適
用
さ
れ
る
人
道
法
は
、
こ
の
よ
う
な
必
要
性
を
共
有
し
な
い
。
内

戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
い
う
も
の
が
、
紛
争
当
事
国
軍
隊
・
警
察
の
国
内
秩
序
維
持
活
動
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
る
非
人
道

的
行
為
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
規
定
が
「
武
力
紛
争
」
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理

由
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
共
通
第
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
の
適
用
範
囲
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
満

た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
こ
れ
ら
の
条
約
規
定
は
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
行
為
の
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
が
必
要
か

否
か
が
、
現
在
問
わ
れ
て
い
麺
・
こ
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
限
定
は
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
る
の
か
・
こ
れ
ま
で
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国

際
人
道
法
の
適
用
条
件
に
関
し
て
は
、
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
の
存
在
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
共
通
第

三
条
の
明
文
上
の
適
用
条
件
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
追
加
議
定
書
で
は
よ
り
高
い
適
用
条
件
が
設
定
さ
れ
、
ま
た

「
武
力
紛
争
」
に
至
ら
な
い
緊
張
。
騒
擾
と
の
区
別
が
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
条
件
の
解
釈
問
題
と
し
て
特
に
学
説
上
議

論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
適
用
条
件
は
い
か
な
る
根
拠
で
存
在
し
、
い
か
な
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
し
て
こ
の
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
が
刑
事
規
定
と
し
て
個
人
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
「
武
力
紛
争
の
存

在
」
は
い
か
な
る
関
連
性
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
条
件
の
検

討
を
通
し
て
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
の
個
人
的
処
罰
制
度
の
意
味
と
将
来
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（
１
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２
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（
３
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（
４
）

グロ、

９
田.'

グー、

８
、.ン

〆■、〆~、〆■、

７６５
、‐ｿﾞ、－グﾐーゾ

陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
第
三
条
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
保
麓
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
（
第
一
追
加

議
定
書
）
第
九
一
条

山
本
草
二
『
国
際
刑
事
法
』
（
三
省
堂
）
’
’
二
～
’
一
一
一
一
頁
参
照
。

「
交
戦
団
体
承
認
は
、
二
○
世
紀
中
の
い
か
な
る
内
戦
に
お
い
て
も
実
際
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
」
（
勺
凰
の
甸

冨
回
］
目
・
国
鳥
．
』
属
国
四
口
罰
因
『
国
ミ
ロ
ロ
固
詞
ｚ
自
国
閃
ｐ
ｇ
ｓ
目
Ｃ
二
日
ご
』
乏
周
園
自
国
目
。
冒
虐
門
隆
冨
（
、
の
こ
の
口
晉
吋
２
ｍ
①
己

の
口
冨
。
ｐ
）
（
】
患
『
）
己
・
哩
圏
・
）
（
な
お
、
長
谷
川
正
国
訳
『
エ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
Ⅱ
マ
ラ
ン
チ
ュ
ク
・
現
代
国
際
法
入
門
』
（
成
文
堂
）
五

一
一
四
頁
参
照
）
「
交
戦
団
体
承
認
制
度
は
、
今
日
、
廃
用
化
（
８
日
尿
の
の
ロ
ー
厭
忌
目
：
）
し
て
い
る
」
（
固
国
。
□
し
ご
ｅ
寳

拘
四
三
Ｑ
国
閉
口
国
ロ
閃
○
目
口
囲
Ｃ
白
冨
自
国
画
』
宛
量
吋
②
（
』
忠
ら
ご
』
農
・
）

真
山
全
「
国
際
刑
事
裁
判
所
の
対
象
犯
罪
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
Ｚ
。
』
』
念
（
一
九
九
八
年
一
二
月
一
日
）
三
五
頁
、
真
山
全

「
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
と
戦
争
犯
罪
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
九
八
巻
第
五
号
一
○
○
頁
、
藤
田
久
一
「
国
際
刑
事
裁
判
所
構
想

の
展
開
ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
位
置
づ
け
」
園
際
法
外
交
雑
誌
』
第
九
八
巻
第
五
号
四
七
頁

し
、
臼
、
】
◎
己
．
②
『
，
己
Ｐ
Ｎ
Ｐ
単
・

大
沼
保
昭
藤
田
久
一
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
○
○
○
年
版
』
（
有
斐
閣
）
’
四
一
頁

ｐ
ｍ
・
匡
口
巳
の
開
Ｐ
目
白
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
目
（
の
』
、
．
）
・
旦
局
ト
ロ
Ｅ
の
＆
』
ゴ
ミ
且
（
ご
『
昌
忌
豚
（
邑
冨
）
己
．
①
〕
←
・
内
山
正
熊
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ

ル
グ
裁
判
の
再
検
討
」
『
法
学
研
究
」
第
六
二
巻
第
一
二
号
三
六
○
頁

大
沼
保
昭
藤
田
久
一
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
○
○
○
年
版
』
（
有
斐
閣
）
一
五
○
頁
（
こ
の
条
約
集
で
は
「
極
東
国
際
軍
事

裁
判
所
憲
章
」
と
訳
さ
れ
る
）

こ
の
よ
う
な
関
連
づ
け
が
入
れ
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
奥
原
敏
雄
「
現
代
国
際
法
に
お
け
る
人
道
に
対
す
る
罪
」
『
国
士
館
大
学
政
経

論
叢
』
第
一
五
号
五
七
～
六
一
頁
、
奥
原
敏
雄
「
国
際
連
合
と
戦
争
犯
罪
」
神
谷
龍
男
編
著
『
国
際
連
合
の
基
本
問
題
』
（
酒
井
書

店
）
二
五
九
～
二
六
一
、
一
一
六
八
～
二
七
一
頁
参
照
。

諺
、
臼
、
Ｓ
・
忠
も
閏
：
・
坂
本
一
也
「
国
際
犯
罪
に
関
す
る
序
論
的
考
察
ｌ
国
際
刑
事
裁
判
所
の
対
象
犯
罪
の
分
析
か
ら
ｌ
」
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内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
主
要
な
条
約
規
定
で
あ
る
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
お
よ
び
一
九
七
七

年
第
二
追
加
議
定
書
は
、
明
文
上
「
武
力
紛
争
」
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
件
が
こ
れ
ら
の
条
約
規
定

の
事
項
的
適
用
範
囲
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
適
用
条
件
（
事
項
的
適
用
範
囲
）
は
共
通
第
三
条
と
第
二
議
定
書
と
で
は
同
じ
で
は

な
く
、
後
者
の
ほ
う
が
適
用
の
敷
居
が
高
い
、
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
点
の
検
討
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

’－，グー、

１３１２
、－’、＝'

（
ｕ
）

共
通
第
三
条
は
、
そ
の
事
項
的
適
用
範
囲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

Ｉ
「
武
力
紛
争
」
の
存
在

①
共
通
第
三
条
の
事
項
的
適
用
範
囲

『
九
州
国
際
大
学
法
学
論
築
』
第
六
巻
第
三
号
三
六
頁

大
沼
保
昭
藤
田
久
一
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
○
○
○
年
版
』
（
有
斐
閣
）
一
五
三
頁
田
畑
茂
二
郎
高
林
秀
雄
編
集
代

表
コ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
〔
第
２
版
〕
』
（
東
信
堂
）
五
六
八
頁

、
、
國
固
、
、
①
誤
レ
ロ
ロ
閏
ロ
ム
．

な
お
、
一
九
七
七
年
第
二
追
加
議
定
書
第
二
条
１
項
の
「
こ
の
議
定
書
は
、
第
一
条
に
定
め
る
武
力
紛
争
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
す
べ

て
の
人
に
対
し
て
．
：
適
用
す
る
」
と
の
規
定
は
、
直
接
的
に
は
被
保
護
者
に
対
す
る
適
用
範
囲
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
角
間
接
的

に
は
そ
の
個
々
の
行
為
が
「
武
力
紛
争
」
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
、
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



内戦に適用される国際人適法の適用条件（樋口一彦）７
「
締
約
国
の
一
の
領
域
内
に
生
ず
る
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
は
、
各
紛
争
当
事
者
は
、
少
く
と
も
次
の
規
定

を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
は
あ
く
ま
で
「
武
力
紛
争
」
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
国
内
的
緊
張
、
騒
擾
、
暴
動
と
い
う
事

態
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
一
般
に
学
説
上
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
随
、
ま
た
、
こ
の
理
解
が
国
際
刑

事
裁
判
所
規
程
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
蕊
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
で
は
共
通
第
三
条
の
解
釈
と
し
て

も
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
一
般
に
関
し
て
も
、
「
暴
動
、
単
発
及
び
散
発
の
暴
力
行
為
、
あ
る
い
は
他
の
類
似
の
性
質

を
有
す
る
行
為
の
よ
う
な
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
」
は
「
武
力
紛
争
」
に
含
ま
れ
な
い
の
で
共
通
第
三
条
や
内
戦
に
適

用
さ
れ
る
慣
習
国
際
人
道
法
は
こ
れ
ら
の
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
、
と
理
解
さ
れ
て
い
麺
。
ま
た
、
特
定
通
常
兵
器
使
用
禁
止
制
限

条
約
地
雷
改
正
議
定
書
第
一
条
２
轍
お
よ
び
武
力
紛
争
文
化
財
保
謹
条
約
第
二
議
定
書
第
一
一
一
一
条
２
鹿
に
お
い
て
も
同
様
の
規
定
が

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
限
定
が
な
ぜ
共
通
第
三
条
の
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
一
九
四
九
年

の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
を
作
成
し
た
外
交
会
議
で
は
内
戦
へ
の
諸
条
約
全
体
の
適
用
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
合
の
内
戦
は
反

徒
が
交
戦
団
体
と
し
て
の
承
認
を
受
け
う
る
ほ
ど
の
組
織
・
実
体
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
鯉
、
そ
の
条
件
を
ど
の
よ
う

に
規
定
し
、
ま
た
そ
の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か
に
つ
い
て
諸
国
代
表
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
内
戦
に
適
用

さ
れ
る
規
定
を
諸
条
約
の
原
則
に
と
ど
め
、
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
の
定
義
は
置
か
な
い
現
在
の
方
式
と
な
っ
た

の
で
あ
麺
・
藤
田
久
一
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
外
交
会
議
で
の
討
議
の
跡
を
振
返
れ
ば
、
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」

お
か
れ
て
い
る
。
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と
い
う
表
現
の
意
味
に
つ
い
て
大
体
次
の
こ
と
は
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
右
の
表
現
に
交
戦
団
体
承
認
の
条
件
ま
た
は
そ
れ

と
類
似
の
も
の
を
付
与
し
よ
う
と
し
た
諸
代
表
の
脳
裡
に
は
、
そ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
た
場
合
に
は
条
約
全
体
の
適
用
が
予
定
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
承
認
条
件
を
持
ち
出
す
こ
と
自
体
が
条
約
の
適
用
を
逃
れ
る
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
大
き

い
と
し
て
こ
の
方
法
が
会
議
で
は
否
定
さ
れ
、
他
方
で
は
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
の
性
質
に
い
か
な
る
条
件
ま
た

は
制
限
も
つ
け
ず
に
条
約
全
体
の
適
用
を
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
も
否
定
さ
れ
た
結
果
、
両
者
の
妥
協
と
し
て
、
「
国
際
的
性
質
を

有
し
な
い
武
力
紛
争
」
の
性
質
に
つ
き
条
件
ま
た
は
制
限
を
つ
け
な
い
か
わ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
条
約
全
体
で
は
な
く
て
き
わ
め
て

限
定
さ
れ
た
人
道
的
諸
原
則
（
そ
の
内
容
は
国
内
刑
法
上
の
犯
罪
人
に
も
当
然
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
基
本
的
な
最
低
限

の
人
権
保
障
で
あ
っ
て
、
捕
虜
の
待
遇
の
よ
う
な
特
権
的
性
質
の
も
の
で
は
な
い
）
の
み
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
方
法
が
採
り
入
れ

ら
れ
極
・
」
従
っ
て
、
こ
の
共
通
第
三
条
が
「
武
力
紛
争
」
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
武
力
紛
争
以
外
の
事
態
へ
も
適
用
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
十
字
国
際
委
員

会
の
発
行
す
る
解
説
書
に
お
い
て
も
外
交
会
議
に
お
い
て
「
多
く
の
代
表
は
、
擾
乱
、
暴
動
又
は
単
な
る
盗
賊
行
為
の
よ
う
な
も
の

ま
で
、
そ
の
形
態
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
武
力
に
よ
る
一
切
の
行
為
を
包
含
す
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
極
・
」
と
し
て
、
外

交
会
議
に
お
い
て
は
多
く
の
代
表
が
あ
る
レ
ベ
ル
以
上
の
紛
争
を
第
三
条
の
適
用
範
囲
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
し

か
し
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
は
よ
り
広
い
適
用
範
囲
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
本
条
の
規

定
は
で
き
る
限
り
広
く
適
用
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る
理
由
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
・
・
・
要
約
し
た
形
の

本
条
の
規
定
は
、
叛
乱
を
鎮
圧
す
る
国
家
の
権
利
を
少
し
も
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
条
の
規
定
が
叛
乱
者
側
の
権
限

を
極
く
僅
か
で
も
増
加
す
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
既
に
す
べ
て
の
文
明
国
間
で
至
重
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ

の
条
約
の
締
結
の
遥
か
以
前
に
当
該
国
の
国
法
中
に
定
め
ら
れ
て
あ
っ
た
規
則
の
あ
る
も
の
の
尊
重
を
要
求
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
単



内戦に適用される国際人道法の適用条件（樋ロー彦）９
な
る
盗
賊
行
為
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
内
部
的
騒
動
の
場
合
に
第
３
条
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
、
負
傷
者
は
看
護
せ
ず
に
放

置
し
、
拷
問
及
び
傷
害
を
加
え
或
い
は
人
質
を
取
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
世
界
に
向
っ
て
敢
て
主
張
す
る
政
府
が

一
体
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
．
：
い
か
な
る
政
府
と
い
え
ど
も
国
内
の
敵
を
処
理
す
る
場
合
に
、
そ
の
紛
争
の
性
質
が
ど
う
あ

ろ
う
と
も
、
通
常
の
犯
罪
人
処
理
の
場
合
に
さ
え
自
己
の
法
律
の
下
で
日
常
実
際
に
尊
重
す
る
若
干
の
重
要
な
規
則
を
尊
重
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
岨
」
と
。
こ
の
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
解
説
書
は
、
必
ず
し
も
共
通
第
三
条
の
現
行
法
上
の
解
釈
と

し
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
第
三
条
の
国
際
法
上
の
拘
束
力
が
及
ば
な
い
範
囲
に
お
い
て
も
諸
国
政
府
は
こ
の
第
三
条
の
最
低
限

の
行
動
規
則
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
解
説
書
が
述

べ
る
よ
う
に
、
諸
国
が
武
力
紛
争
時
以
外
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
規
定
を
守
っ
て
行
動
で
き
な
い
理
由
は
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

（
１
）

国
。
、
の
目
Ｐ
『
】
シ
囚
‐
の
レ
レ
ロ
ロ
甸
白
弓
国
口
買
シ
」
昌
国
員
罰
回
国
弓
Ｏ
Ｓ
戸
ヨ
ロ
ヨ
②
｛
』
く
員
国
自
国
②
。
「
蒟
冒
、
②
⑩
（
、
ご
◎
盲
斡
目
鳥

（
ロ
『
⑤
、
（
§
馬
具
ミ
ニ
冒
冒
時
「
旨
Ｐ
量
◎
旨
ｐ
【
の
（
】
①
ｍ
の
）
ロ
ロ
，
の
①
‐
『
○
・
国
河
田
。
□
シ
ぐ
目
□
亨
喘
唱
自
シ
【
渭
雨
閨
閉
ロ
回
ｂ
河
〔
冒
自
ｐ
囚
四

Ｑ
〕
一
戸
飼
い
鳧
ヨ
、
』
宛
言
勵
の
（
】
忠
一
）
己
已
・
巨
画
‐
Ｅ
⑬
。
』
８
口
の
・
国
。
自
国
曰
虞
伊
少
。
”
臼
涜
‐
因
○
口
○
国
国
目
田
固
、
○
ｏ
ｚ
ご
因
ｚ
Ｂ
Ｓ
Ｚ
ｍ

Ｄ
因
の
同
ｚ
固
く
同
国
・
河
固
○
口
因
薦
田
ｂ
園
四
○
○
ｓ
園
田
弓
◎
日
の
『
②
（
〕
の
ｇ
‐
閂
）
己
・
念
・
Ｃ
ｓ
冨
圃
罰
固
く
Ｃ
国
（
〕
可
。
。
『
届
閃
之
買
固
く
自

国
【
四
局
目
囚
（
三
等
⑩
河
⑩
ｇ
、
「
ョ
§
・
百
§
具
Ｃ
８
⑩
（
。
ｂ
ミ
⑩
ミ
ミ
胃
⑯
３
具
（
。
：
｛
出
亘
冒
§
§
且
§
ト
ロ
ｓ
聖
、
蔦
８
図
⑩

旨
少
「
ョ
⑯
＆
〔
ご
摂
葛
○
豚
。
。
⑮
旨
ｇ
Ｐ
函
典
ミ
ロ
ビ
ー
］
函
色
営
冒
の
』
や
『
】
薄
く
、
幻
○
日
固
○
自
閂
〔
】
『
（
〕
司
一
＆
（
目
閂
貢
囚
Ｃ
可
」
く
（
〕
】
尹

邑
く
自
圃
罰
」
戸
』
国
〔
胃
エ
田
澤
罰
量
目
〕
Ｏ
Ｓ
戸
司
Ｅ
Ｃ
白
山
（
○
国
、
⑪
す
）
（
】
召
］
）
弓
・
田
‐
圏
．

こ
の
共
通
第
三
条
で
の
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
船
學
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
条
約
起
草
過
程
を
詳
し
く
分
析
し
た
藤
田
久
一
は
、

「
：
．
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
に
た
と
え
ば
穂
嬬
に
い
え
ば
単
な
る
数
人
の
盗
賊
や
ギ
ャ
ン
グ
な
ど
の
暴
力
行
為
も
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（
２
）
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
八
条
２
項
回
、
⑥
、
⑥
、
㈹
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
第
八
条
２
項
本
規
程
の
適
用
上
、
「
戦
争
犯
罪
」
と
は
以
下
の
も
の
を
意
味
す
る
。

㈲
確
立
し
た
国
際
法
の
枠
内
で
の
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
規
及
び
慣
習
の
そ
の
他
の
著
し
い
違
反
、

す
な
わ
ち
、
以
下
の
行
為
。

⑪
⑪
⑪
耐
、
価
㈱
㈱
㈱
図
圃
圃
・
・
・
（
略
）

⑥
２
項
口
は
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
暴
動
、
単
発
及
び
散
発
の
暴
力
行
為
、
あ
る
い
は

他
の
類
似
の
性
質
を
有
す
る
行
為
の
よ
う
な
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
に
は
適
用
し
な
い
。

⑥
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
場
合
に
お
け
る
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
共
通
第
三
条
の
著
し
い

違
反
、
す
な
わ
ち
、
敵
対
行
為
に
直
接
参
加
し
な
い
者
（
武
器
を
放
棄
し
た
軍
隊
の
栂
成
員
及
び
病
気
、
負
傷
、
抑
留
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
戦
闘
外
に
置
か
れ
た
者
を
含
む
。
）
に
対
し
て
な
さ
れ
る
以
下
の
行
為
。

⑪
⑪
圃
耐
：
．
（
略
）

含
ま
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
右
の
紛
争
の
表
現
に
定
駿
を
与
え
な
い
結
果
そ
の
よ
う
な
行
為
を
も
含
む
危
険
性
も
な

い
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
外
交
会
議
の
討
議
を
み
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
場
合
や
単
な
る
騒
擾
（
凰
目
己
］
①
の
ョ
の
具
の
）
の
場
合
に
は
「
武

力
紛
争
」
に
該
当
せ
ず
、
第
三
条
の
適
用
は
な
い
と
大
体
判
断
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
藤
田
久
一
「
国
際
的

性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
’
’
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
三
条
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
二
）
」
『
金
沢
法
学
』
第
一
六
巻
１
．

２
号
九
九
頁
）

副
け
・
・
・
（
略
）

Ｉ
！
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〆■、

４
、■ノ

（
３
）

（
５
）

/■、〆へ〆へ

９８７
、.ゾ、.グ、－'

グー、

６
、‐ゾ

㈹
２
項
㈲
は
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
暴
動
、
単
発
及
び
散
発
の
暴
力
行
為
、
あ
る
い
は

他
の
類
似
の
性
質
を
有
す
る
行
為
の
よ
う
な
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
に
は
適
用
し
な
い
。
２
項
㈲
は
、
｜
国
家
の
領
域
内
に
生

じ
る
武
力
紛
争
で
、
政
府
当
局
と
組
織
的
武
装
集
団
と
の
間
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
組
織
的
武
装
集
団
間
に
お
い
て
な
さ
れ
る
長
期
的
武

力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
。
」
（
し
、
８
国
司
・
］
ｇ
、
①
（
胃
。
§
§
・
再
具
旧
品
具
量
凰
ミ
ロ
雷
ぐ
・
房
・
閨
ご
己
．
】
９
句
‐
Ｓ
ｇ
・
）
・
富
・

○
冨
己
｛
口
用
の
》
・
巨
旦
目
）
⑯
”
旦
昌
の
旦
暮
の
賞
・
司
凰
・
再
ｇ
ｏ
・
冒
冒
。
【
。
）
厘
凰
仏
ｂ
ｏ
２
冒
呂
Ｂ
ｑ
起
質
・
ｑ
（
ご
窟
）

９
．
台
‐
念
・
）
な
お
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
の
訳
文
に
つ
い
て
は
、
大
沼
保
昭
藤
田
久
一
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
○
○
○
年

版
』
（
有
斐
閣
）
一
四
三
頁
以
下
、
及
び
、
田
畑
茂
二
郎
高
林
秀
雄
編
集
代
表
コ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
〔
第
２
版
〕
』
（
東
信
管
琴

五
七
二
頁
以
下
参
照
。

こ
の
点
に
関
し
、
○
鳶
・
弓
吋
罵
訂
§
（
・
ロ
・
）
Ｑ
）
ミ
ヨ
§
日
ｑ
・
冒
暮
⑩
河
・
己
の
鱒
貝
属
時
＆
』
意
冒
⑮
３
負
黛
。
。
。
【
９
首
冒
巳

Ｑ
）
屋
１
６
ケ
②
⑩
目
、
劇
》
」
舌
屑
②
・
聖
１
国
⑩
ご
シ
ミ
・
忘
（
甘
忠
①
）
口
・
巴
Ｐ
己
目
Ｐ
函
ｇ
・
参
照
。

特
定
通
常
兵
器
使
用
禁
止
制
限
条
約
地
雷
、
プ
ー
ピ
ー
ト
ラ
ッ
プ
及
び
他
の
類
似
の
装
置
の
使
用
の
禁
止
又
は
制
限
に
関
す
る
議
定
書

（
千
九
百
九
十
六
年
五
月
三
日
に
改
正
さ
れ
た
議
定
書
Ⅱ
）
第
一
条
２
項
（
大
沼
保
昭
藤
田
久
一
編
集
代
表
「
国
際
条
約
集
二
○
○

○
年
版
』
（
有
斐
閣
）
六
六
三
頁
）

「
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
一
九
五
四
年
の
ハ
ー
グ
条
約
第
二
識
定
齊
」
第
二
二
条
２
項
（
冒
時
ョ
§
：
巳
旧
品
Ｐ
』

量
ｇ
⑩
「
旨
貯
『
。
］
・
麗
己
，
『
弓
，
）

藤
田
久
一
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
’
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
三
条
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
二
）
」
『
金
沢
法

学
』
第
一
六
巻
１
．
２
号
参
照
。

藤
田
久
一
、
同
論
文
、
九
八
頁

榎
本
重
治
・
足
立
純
夫
共
訳
『
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
説
Ｉ
』
（
朝
雲
新
聞
社
）
四
八
頁

同
書
四
九
～
五
○
頁



琉大法学第64号（2000） 1２

一
九
七
七
年
第
二
追
加
議
定
書
は
、
そ
の
事
項
的
適
用
範
囲
に
つ
い
て
第
一
条
で
明
確
に
定
め
て
い
る
。

「
第
一
条
（
事
項
的
適
用
範
囲
）
ｌ
こ
の
議
定
書
は
、
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
を
、
そ

の
現
行
の
適
用
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
発
展
せ
し
め
か
つ
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
二
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
国
際
的
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
議
定
書
（
第
一
議
定
書
）
」
の
第
一
条
の
対
象
と
さ
れ
な

い
武
力
紛
争
で
、
か
つ
、
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
責
任
あ
る
指
揮
の
下
に
、
持
続
的
か
つ
協
同
的
軍
事
行
動
を
実
行
し
こ
の

議
定
書
の
実
施
を
可
能
に
す
る
程
度
の
支
配
を
そ
の
領
域
の
一
部
に
対
し
て
行
使
す
る
反
乱
軍
隊
又
は
他
の
組
織
的
武
装
集
団
と
、

締
約
国
の
軍
隊
と
の
間
に
生
じ
る
す
べ
て
の
武
力
紛
争
に
適
用
す
る
。

２
こ
の
議
定
書
は
、
暴
動
、
単
発
及
び
散
発
の
暴
力
行
為
、
並
び
に
他
の
類
似
の
性
質
を
有
す
る
行
為
の
よ
う
な
、
武
力
紛
争
で

な
い
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
に
は
適
用
し
な
い
。
」

こ
の
第
二
議
定
書
の
事
項
的
適
用
範
囲
に
関
し
て
、
「
暴
動
、
単
発
及
び
散
発
の
暴
力
行
為
、
並
び
に
他
の
類
似
の
性
質
を
有
す

る
行
為
の
よ
う
な
、
武
力
紛
争
で
な
い
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
」
が
除
か
れ
る
と
い
う
純
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
武
力

紛
争
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
共
通
第
三
条
と
同
じ
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
責

任
あ
る
指
揮
の
下
に
、
持
続
的
か
つ
協
同
的
軍
事
行
動
を
実
行
し
こ
の
議
定
書
の
実
施
を
可
能
に
す
る
程
度
の
支
配
を
そ
の
領
域
の

一
部
に
対
し
て
行
使
す
る
反
乱
軍
隊
又
は
他
の
組
織
的
武
装
集
団
」
の
存
在
を
必
要
と
す
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
適
用
条

件
よ
り
も
敷
居
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
第
二
追
加
議
定
書
は
共
通
第
三
条
よ
り
も
適
用
範
囲
を
狭
め
て
い
る
、
と
一
般
に

解
釈
さ
れ
て
い
蕊
。
こ
の
第
二
議
定
書
第
一
条
で
規
定
さ
れ
る
適
用
条
件
は
不
必
要
に
高
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
適
用
条
件
は
保
護

②
第
二
追
加
蟻
定
魯
の
事
項
的
適
用
範
囲
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て
き
た
ｌ
そ
の
諸
規
定
は
す
で
に
自
国
の
国
内
法
の
一
部
と
な
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
。
国
内
の
事
態
へ
の
国
際
文
書
の
適
用
は
、

当
該
国
の
主
権
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
国
の
国
内
問
題
へ
の
干
渉
と
な
る
。
新
独
立
発
展
途
上
諸
国
は
そ
の
主
権
の
保
謹
に
非

外
交
会
議
に
出
席
す
る
諸
国
政
府
と
し
て
は
、
特
に
内
戦
に
つ
い
て
人
道
法
の
適
用
拡
大
に
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
内
戦
に
お

け
る
残
虐
行
為
の
禁
止
と
い
う
側
面
で
は
同
意
で
き
て
も
、
自
国
内
戦
に
対
す
る
条
約
の
適
用
が
、
反
徒
の
な
ん
ら
か
の
地
位
の
承

認
と
受
け
取
ら
れ
た
り
、
外
部
の
介
入
の
政
治
的
口
実
と
な
る
こ
と
を
極
め
て
警
戒
す
る
の
で
あ
麺
・
第
二
議
定
書
第
一
条
の
外
交

会
議
本
会
議
で
の
採
択
後
の
投
票
説
明
に
お
い
て
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
チ
リ
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
諸
国
は
、
こ
の

第
一
条
の
高
い
適
用
条
件
す
ら
不
十
分
で
あ
り
、
外
国
か
ら
の
介
入
を
懸
念
す
る
発
言
を
し
て
い
麺
。
た
と
え
ば
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ

ビ
ア
代
表
は
「
本
条
の
用
語
の
い
か
な
る
定
義
も
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
領
域
国
の
関
心
事
で
あ
る
。
い
か

な
る
他
国
の
判
断
も
当
該
国
家
の
国
内
事
項
へ
の
干
渉
と
な
り
、
そ
の
国
の
主
権
の
侵
害
と
な
麺
」
と
述
べ
て
お
り
、
チ
リ
代
表
は

「
本
代
表
団
が
第
一
条
に
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
条
の
適
用
は
あ
る
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
基
準
の
定
義
づ
け
は
、
武
力
紛
争
の
発
生
し
て
い
る
領
域
国
以
外
の
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

（
８
）

そ
の
国
の
国
内
事
項
へ
の
干
渉
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
国
の
主
権
の
侵
害
と
な
る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
イ
ン
ド
も
一
」
の

第
一
条
の
採
択
に
反
対
し
た
が
、
そ
の
投
票
理
由
説
明
は
よ
り
明
確
で
あ
る
。
「
本
代
表
団
は
第
二
議
定
書
の
考
え
に
常
に
反
対
し

た
の
は
、
そ
の
高
叫

た
め
で
あ
っ
種
」
。

の
実
体
規
定
に
相
応
す
る
も
の
で
は
な
厄
・
「
反
徒
が
こ
の
議
定
書
の
実
施
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
領
域
支
配
を
求
め
る
本
条

は
、
若
干
の
代
表
団
の
主
張
ｌ
こ
の
議
定
書
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
当
該
国
家
の
政
府
（
及
び
反
徒
）
に
よ
る
紛
争
の
存
在
の

承
認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｌ
を
妥
協
に
導
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
本
会
議
に
お
い
て
維
持
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
高
い
適
用
の
し
き
い
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
（
す
な
わ
ち
こ
の
第
二
議
定
書
が
な
る
べ
く
適
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
）
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以
上
の
経
緯
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
共
通
第
三
条
に
お
い
て
、
「
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
」
の
定
義
・
認
定

の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
そ
の
定
義
を
お
か
な
い
代
わ
り
に
内
戦
へ
の
諸
条
約
全
体
の
適
用
で
は
な
く
、
条
約
の
諸
原
則
の
適

用
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
共
通
第
三
条
も
第
二
追
加
議
定
書
も
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
人
道
法
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
そ
れ
を
諸
国
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
易
い
よ
う
に
ミ
ー
ー
チ
ュ
ァ
化
し
た
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
そ
れ

ら
の
規
則
が
武
力
紛
争
以
外
の
事
態
に
適
用
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
考
慮
さ
れ
て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
「
武
力
紛
争
に
」
お
い

て
適
用
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
条
約
規
定
が
「
武
力
紛
争
」
の
際
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
そ
の
公
式
の
適
用
の
認
定
は
政
治
的
に
行
い
難
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
単
な
る
国
内
的

緊
張
・
騒
擾
の
事
態
と
は
異
な
る
「
国
内
的
武
力
紛
争
」
が
存
在
し
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
国
の
政
府
の
安
定
性
に
不
安

が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
際
法
学
説
に
お
い
て
も
、
反
徒
が
外
国
か
ら
の
援
助
な
く
領
域
の
一
部
に
実
効
的

支
配
を
確
立
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
既
存
の
政
府
の
政
府
と
し
て
の
地
位
は
明
ら
か
に
揺
ら
い
で
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
外
国
は
そ
の
既
存
の
政
府
に
対
し
て
も
軍
事
的
援
助
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
説
が
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
麺
・
「
国
家
の

常
に
神
経
を
使
っ
て
お
り
、
そ
の
国
内
問
題
へ
の
な
ん
ら
か
の
形
態
の
干
渉
と
な
り
う
る
い
か
な
る
行
動
に
対
し
て
も
用
心
し
て
い

る
の
で
あ
麺
。
」
こ
の
イ
ン
ド
の
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
内
に
不
安
定
要
因
を
抱
え
る
多
く
の
国
は
、
武
力
紛
争
の
際
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
人
道
的
規
則
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
国
内
に
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
つ
い

て
認
め
た
く
な
い
し
ま
た
認
め
ら
れ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
不
必
要
と
も
い
え
る
適
用
の
敷
居
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
の
で
鋤
麺
。
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名
に
お
い
て
行
動
す
る
そ
の
政
府
の
権
限
こ
そ
、
ま
さ
に
内
戦
の
勃
発
に
よ
り
疑
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
麺
」
・
さ
ら

に
、
あ
る
国
の
な
か
に
武
力
紛
争
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
政
治
的
理
由
に
よ
り
外
国
が
介
入
し
て
く
る
要
因
と
な

る
の
で
あ
り
、
こ
の
可
能
性
を
特
に
政
治
基
盤
の
弱
い
諸
国
は
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
内
戦
に
直
面
し
た
諸

国
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
共
通
第
三
条
の
末
文
で
「
前
記
の
規
定
の
適
用
は
、
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
は
い
麺
・
し
か
し
「
明
ら
か
に
共
通
第
三
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
状
況
に
お
い
て
諸
国
が
し
ば
し

ば
そ
の
適
用
を
拒
否
す
る
と
い
う
実
行
は
、
こ
の
共
通
第
一
一
一
条
末
文
が
国
家
主
権
に
対
す
る
侵
害
の
恐
れ
を
有
効
に
取
り
除
い
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
麺
」
・
そ
し
て
』
画
‐
の
⑫
：
の
「
共
通
第
一
一
一
条
は
、
反
徒
に
つ
い
て
、
交
戦
団
体
承
認
に
は
至
ら

な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
客
観
的
法
的
地
位
を
付
与
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
を
引
用
し
て
、
旨
の
『
・
ロ
は
「
第
一
一
一
条
の
適
用
を
諸
国
が

認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
し
豆
‐
ｍ
ｍ
５
の
分
析
の
説
得
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
議
元
。

第
一
一
議
定
書
作
成
の
際
に
お
い
て
も
前
述
の
よ
う
な
可
能
性
に
怯
え
る
諸
国
は
、
こ
の
議
定
書
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
当
該
国

家
の
政
府
（
及
び
反
徒
）
に
よ
る
紛
争
の
存
在
の
承
認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
主
張
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
は
条

約
の
適
用
自
体
が
当
該
政
府
の
判
断
次
第
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
条
酷
砲
雅
成
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
適
用
条
件
を
排
除
す
る
代
わ
り
に
き
わ
め
て
高
い
適
用
の
敷
居
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ま
り

こ
の
議
定
書
の
適
用
の
可
能
性
を
非
常
に
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
国
の
妥
協
を
引
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
方
式
は
、
し
か
し
な
が
ら
逆
に
、
ま
す
ま
す
第
二
議
定
書
の
公
式
の
適
用
の
認
定
を
政
府
が
行
な
う
こ
と
を
困
難
に
す
る
。

た
と
え
第
二
議
定
書
の
適
用
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
既
存
の
政
府
は
そ
の
適
用
を
否
定
し
つ
づ
け
る
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
条
約
違
反
で
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
の
行
動
に
お
い
て
第
二
議
定
書
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
は
保
謹
の
実
体
規
定
の
適
用
そ
れ
自
体
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
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な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
再
び
三
①
『
目
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
「
第
二
議
定
書
の
適
用
の
た
め
の
諸
条
件
は
多
く

の
国
内
紛
争
に
お
い
て
満
た
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
国
内
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
多
く
の
国
が
こ
の
こ
と
を
認
め
る
用
意
が
あ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
。
政
治
的
理
由
に
よ
り
、
諸
国
は
自
国
領
域
内
で
生
じ
て
い
る
闘
争
が
、
た
と
え
長
期
化
し
、
広
範
で
、
か
つ
流

血
の
敵
対
行
為
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
武
力
紛
争
あ
る
い
は
内
戦
の
規
模
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
な

い
。
．
：
し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
議
定
書
の
公
式
の
適
用
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
合

意
さ
れ
た
基
準
と
し
て
の
第
二
議
定
書
に
含
ま
れ
る
諸
規
範
を
守
る
よ
う
国
家
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
る
麺
・
」
諸
国
が

認
め
た
が
ら
な
い
の
は
、
共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
の
実
体
規
定
よ
り
も
む
し
ろ
武
力
紛
争
の
存
在
そ
の
も
の
で
純
麺
。
こ
の
よ

う
に
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
条
約
規
定
に
お
い
て
、
条
約
の
適
用
範
囲
が
犠
牲
者
保
護
の
実
体
規
定
と
無
関
係
に
定

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
諸
国
は
た
と
え
実
体
規
定
を
尊
重
す
る
用
意
が
あ
っ
て
も
そ
の
適
用
性
を
公
式
に
は
認
め
な
い
と
い
う

大
き
な
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）

（
１
）

こ
の
議
定
書
を
作
成
し
た
外
交
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
疑
問
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
あ
ま
り
畿
論
な
く
採
籾
き
れ
た
。

（
閂
○
団
Ｃ
Ｏ
○
ミ
ヨ
§
旨
ｑ
・
再
罫
・
』
段
葛
◎
再
具
早
・
８
８
局
的
＆
』
色
目
の
】
や
「
『
耳
・
馨
。
Ｑ
ｓ
８
ｐ
Ｑ
）
旨
烏
菖
・
目
旦
局

詮
信
蝋
債
②
貝
遭
」
（
】
雷
『
）
己
．
】
韻
（
・
已
胃
Ｐ
造
園
・
）
言
】
◎
富
］
こ
の
巨
昏
の
］
は
、
こ
の
第
一
条
２
項
が
「
武
力
紛
争
」
の
概
念
の
「
有
権

的
耀
釈
一
（
Ｐ
員
ケ
◎
畳
Ｐ
畳
の
】
日
の
円
官
の
薗
丘
。
ｐ
）
」
で
あ
る
、
と
言
う
。
（
富
】
ｏ
ゴ
の
］
ご
①
巨
晉
の
］
『
Ｒ
ｚ
ｏ
ｐ
’
百
一
の
日
日
】
ｏ
ｐ
Ｐ
－
シ
ロ
ロ
の
○

○
．
ロ
ー
臼
。
一
口
且
○
色
の
回
二
四
声
「
凶
臥
閂
①
劃
・
旨
・
○
冨
凰
【
ｐ
ｐ
ｍ
⑰
】
◎
巨
己
（
己
．
）
己
『
自
国
詞
」
戸
』
目
（
】
［
』
田
（
曙
皀
這
冒
云
い
【
ら
二
ｍ
の
８
口
ロ

因
島
毎
．
曰
く
◎
盲
目
の
閂
曰
電
唐
三
囹
固
囚
（
ｇ
の
①
）
己
．
△
医
・
）

た
と
え
ば
、
竹
本
正
幸
「
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
識
定
書
に
つ
い
て
（
｜
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
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〆へ

６
、ログ

（
４
）

（
５
）

（
３
）

樋
口
一
彦
、
同
論
文
、
二
八
頁

「
第
二
蟻
定
書
も
他
の
い
ず
れ
か
の
協
定
も
そ
の
蟻
定
書
適
用
の
た
め
の
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
公
平
な
外
部
機

関
に
許
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
判
断
は
当
該
政
府
の
良
識
に
大
き
く
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
良
識
は
し
ば
し
ば
機
能
し
な
い
。

な
ぜ
な
ら
こ
の
蟻
定
轡
適
用
の
承
認
が
敵
勢
力
に
国
際
的
正
当
性
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
（
そ
の
蟻
定
書
の
別
の
規

定
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
明
確
に
排
除
さ
れ
て
は
い
て
も
）
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
適
用
の
承
認
に
よ
っ
て
そ
の
国
に
お
け
る
政

府
の
側
の
実
効
的
支
配
の
欠
如
を
黙
示
的
に
認
め
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
国
、
○
ｚ
・
』
、
后
屋
、
巴
閃
両
用
臼
自

白
割
国
電
固
め
【
田
‐
Ｏ
Ｓ
冨
冨
随
ｗ
Ｓ
ｚ
ｏ
ｚ
洞
司
園
田
三
自
己
ど
〔
弓
ｂ
扇
〔
扇
屋
員
冒
凸
目
ｓ
く
し
冨
口
拘
罰
○
自
固
○
国
Ｃ
ｚ
（
司

量
冒
白
自
国
園
囚
菖
員
冒
届
冒
盲
目
§
§
副
§
巴
目
ａ
ｓ
；
レ
ョ
ロ
賃
§
（
、
８
．
、
』
旦
暮
・
印
・
司
骨
ｑ
１
Ｑ
§
の
、
具
の
§
冒
薗
且

石
冒
切
巨
目
目
・
Ｐ
）
ヨ
ョ
肘
凰
・
冨
・
百
出
肩
日
§
閃
碕
冨
勾
囲
・
冒
斡
。
ご
』
ｇ
ご
＼
国
己
胃
Ｐ
『
Ｐ
）
「
国
内
的
暴
力
の
事
態
に
関
す
る

国
際
人
適
法
の
諸
問
題
は
広
く
潔
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
処
す
る
試
み
は
し
ば
し
ば
懐
疑
的
に
見
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
四

年
か
ら
一
九
七
七
年
の
外
交
会
識
で
は
国
内
的
武
力
紛
争
の
で
き
る
だ
け
広
い
範
鴎
を
規
律
す
る
強
力
で
詳
細
な
蟻
定
瞥
を
採
択
す
る
こ

と
に
失
敗
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
失
敗
の
主
な
原
因
は
、
多
く
の
政
府
が
次
の
よ
う
な
心
配
を
し
た
こ
と
に
あ
る
。
国
内
紛
争
の
た
め

の
規
則
設
定
は
政
府
と
対
立
し
て
い
る
武
装
集
団
に
何
ら
か
の
正
当
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
他

の
諸
国
や
政
府
間
組
織
に
よ
る
そ
の
紛
争
へ
の
介
入
の
口
実
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
排
除
す
る
第
二
議
定
書

の
明
確
な
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
懸
念
を
払
拭
す
る
に
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
」
（
＆
苞
も
閂
Ｐ
馬
，
）

樋
口
一
彦
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
追
加
識
定
瞥
に
お
け
る
反
徒
の
地
位
」
「
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
○
号
三

第
七
七
巻
２
号
六
三
～
六
四
頁
、
藤
田
久
一
『
国
際
人
道
法
（
新
版
）
」
（
有
信
堂
）
二
一
八
頁
、
閂
○
閃
Ｃ
Ｑ
）
ヨ
ョ
目
冒
ｑ
：
畔
冒

し
＆
農
愚
・
ョ
巳
甲
・
・
８
８
房
＆
』
へ
冒
百
⑯
ご
『
『
＆
。
■
訂
Ｑ
§
ｇ
ｐ
Ｑ
）
百
己
§
蕊
・
園
＆
局
曽
彌
届
目
遭
⑯
（
】
温
『
）
己
己
・
』
農
宮
田
◎
・

己
胃
腸
・
一
念
『
》
造
留
撞
竪
・

樋
口
一
彦
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
追
加
議
定
香
に
お
け
る
反
徒
の
地
位
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
○
号
三

七
頁
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〆■、

１３
、.’

（
⑫
）

（
、
）

グー、〆ﾛ、グー、'■、

1０９８７
、－'、.ン、－'、.'

Ｏ
Ｃ
Ｃ
■
、
、
幻
・
色
ご
胃
Ｐ
Ｓ
・

Ｃ
Ｄ
Ｃ
出
、
、
因
・
お
已
日
Ｐ
計
．

。
□
□
出
、
囚
因
・
念
ご
周
回
切
・
『
①
‐
ゴ
．
（
傍
線
は
筆
者
）

こ
の
点
に
関
し
て
、
竹
本
正
幸
「
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
議
定
書
に
つ
い
て
（
｜
）
」
『
国
際
法
外
交

雑
誌
』
第
七
七
巻
２
号
六
三
，
上
ハ
四
頁
、
竹
本
正
幸
「
’
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
蟻
定
瞥
に
つ
い
て
（
二
。

完
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
七
巻
３
号
六
五
～
六
六
頁
、
樋
口
｜
彦
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
追
加
蝋
定
書
に
お
け
る
反
徒
の

地
位
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
○
号
二
七
～
二
八
頁
参
照
。
ま
た
、
ど
』
臥
呂
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
残

念
な
が
ら
第
二
議
定
書
の
適
用
範
囲
は
き
わ
め
て
狭
い
。
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
七
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
蟻
で
の
過
半
数
の
諸
国
は
、

’
九
四
九
年
以
後
に
新
た
に
独
立
し
た
国
で
あ
る
か
、
又
は
他
の
理
由
で
自
国
領
域
内
で
の
武
力
紛
争
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

を
懸
念
し
て
お
り
、
こ
の
懸
念
か
ら
こ
れ
ら
の
国
は
自
国
の
潜
在
的
な
紛
争
を
そ
の
新
た
な
法
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
。
」
（
○
の
。
愚
の

因
・
少
］
Ｑ
１
．
戸
。
息
の
い
：
、
。
｛
雪
閂
・
ロ
伊
ロ
且
籔
》
公
冒
の
乱
。
§
§
属
３
。
』
＆
賃
の
日
８
．
コ
巳
旧
ｐ
Ｅ
ぐ
・
］
・
題
三
・
・
］
（
旨
ｇ

ｐ
ｇ
・
）

も
っ
と
も
、
た
と
え
こ
の
第
二
蟻
定
轡
を
共
通
第
三
条
と
同
じ
適
用
条
件
に
引
き
下
げ
る
と
し
て
も
（
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
樋
口
｜

彦
「
ア
メ
リ
カ
の
行
政
部
に
よ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
蟻
定
瞥
の
批
准
、
及
び
第
一
議
定
書
の
批
准
拒
否
、
の
決
定
」
『
関
西
大
学

大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
九
号
参
照
）
、
武
力
紛
争
で
な
い
国
内
的
な
騒
擾
及
び
緊
張
の
事
態
は
適
用
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
》
」

と
に
か
わ
り
は
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
楢
林
建
司
「
政
府
の
要
請
に
基
づ
く
内
戦
へ
の
軍
事
介
入
（
｜
）
（
二
）
。
完
」
『
法
学
論
叢
」
第
一
二
六
巻
第
３

号
、
第
一
二
七
巻
第
３
号
参
照
。

勺
；
旬
冨
ｐ
］
眉
・
薗
烏
・
ェ
属
国
四
口
国
司
》
ぬ
量
ｐ
【
崗
閃
ｚ
邑
冨
田
〔
Ｓ
こ
〔
自
己
三
自
己
皀
自
国
舅
五
目
白
石
Ｆ
柄
ら
雪
（
ぬ
：
口
昏

門
の
乱
、
の
。
己
屋
。
■
）
（
］
ｇ
『
）
ロ
閨
圏
．
（
な
お
、
長
谷
川
正
国
訳
『
エ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
Ⅱ
マ
ラ
ン
チ
ュ
ク
現
代
国
際
法
入
門
』
（
成

○
頁
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′■、〆■、

１７１６
、－'、－ソ

〆■、

１５
、－'

（
皿
）

缶
匡
己
呂
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
残
念
な
が
ら
一
九
四
九
年
以
後
多
く
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
紛

争
の
生
じ
て
い
る
国
が
第
三
条
の
適
用
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
例
外
的
で
あ
っ
た
。
通
常
、
当
該
国
は
そ
の
国
内
的
問
題
が
『
武

力
紛
争
』
’
第
三
条
は
こ
の
用
語
を
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
ｌ
の
レ
ベ
ル
に
連
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
の
反
徒
は
無
法

者
の
犯
罪
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
政
府
当
局
が
殺
人
、
拷
問
そ
し
て
悪
意
的
処
刑
を
行
な
う
自
由
を
確
保
し
た
い
と
考
え
る
場
合
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
実
際
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
政
府
が
第
三
条
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
を
た
め
ら
う
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
第
三
条
が

『
各
紛
争
当
事
者
』
に
そ
の
義
務
を
課
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
・
諸
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
条
約
の
文
言
が
反
徒
’
第
三
条
は
、

国
家
と
同
様
に
反
徒
が
国
際
法
上
の
権
利
義
務
を
持
つ
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
徒
に
も
適
用
さ
れ
る
ｌ
の
地
位
を
高
め
る
も

の
と
必
然
的
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
（
し
匡
邑
・
戸
８
．
．
営
・
功
§
３
口
。
←
。
］
Ｃ
Ｄ
・
望
．
）
な
お
、
反
徒
に
対
す
る
共

通
第
三
条
の
拘
束
性
に
つ
い
て
は
、
樋
口
一
彦
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
二
追
加
議
定
書
に
お
け
る
反
徒
の
地
位
」
『
関
西
大
学
大
学
院

法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
五
○
号
六
～
一
三
頁
参
照
。

局
守
曰
＆
・
・
已
西
②
。

文
堂
）
五
二
五
頁
参
照
）

第
二
蟻
定
書
に
つ
い
て
の
同
様
の
規
定
は
、
外
交
会
識
草
案
及
び
外
交
会
蟻
委
員
会
採
択
条
文
に
お
い
て
は
含
ま
れ
て
い
た
が
、
「
紛
争

当
事
者
」
と
い
う
用
霞
が
こ
の
第
二
譲
定
書
か
ら
す
べ
て
除
か
れ
る
な
か
で
、
こ
の
「
紛
争
当
事
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
」
こ
と
を
確
認
す
る
規
定
（
外
交
会
議
草
案
第
三
条
、
外
交
会
議
委
員
会
採
択
条
文
第
三
条
）
も
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯
に

つ
い
て
竹
本
正
幸
「
’
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
議
定
轡
に
つ
い
て
（
二
。
完
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
」

第
七
七
巻
３
号
六
四
～
六
六
頁
参
照
。
ま
た
、
外
交
会
蟻
草
案
、
外
交
会
識
委
員
会
採
択
条
文
、
及
び
最
終
条
文
の
対
比
に
つ
い
て
、
竹

本
正
幸
二
九
七
七
年
第
二
追
加
蟻
定
魯
の
条
文
の
変
避
－
原
案
、
委
員
会
採
択
条
文
及
び
本
会
蟻
採
択
条
文
の
対
照
表
－
」
「
関
西
大

学
法
学
論
集
』
第
二
九
巻
第
三
号
参
照
。

弓
目
。
、
○
國
富
園
○
国
・
国
口
員
シ
ミ
四
・
国
飼
冒
皀
目
国
富
区
ト
臼
丙
周
回
自
国
園
罰
冒
昌
男
乏
渥
目
ロ
ー
Ｆ

洞
門
日
固
Ｃ
目
白
『
（
】
畠
『
）
ロ
・
韻
．
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内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
は
こ
れ
ま
で
個
人
を
拘
束
す
る
刑
事
規
定
と
は
必
ず
し
も
と
ら
え
ら
れ
て
こ
な
か
つ
姪
・
し
か

し
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
及
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
所
規
程
及
び
判
例
を
通
じ
て
、
こ
の
「
内
戦
に
適
用
さ

れ
る
国
際
人
道
法
」
が
個
人
を
拘
束
す
る
刑
事
規
定
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
内
戦
に
適

用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
、
紛
争
当
事
者
を
拘
束
す
る
国
際
法
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
個
人
を
拘
束
す
る
法
規
則
ｌ
す
な
わ
ち
国

際
裁
判
所
や
本
国
・
第
三
国
国
内
裁
判
所
が
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
違
反
を
根
拠
に
当
該
違
反
者
個
人
を
裁
判
に
か

（
、
）

戸口、〆■、

１９１８
、､〆、－〆

Ⅱ
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性

Ｇ
ざ
ら
旨
。
。
②
届
ご
「
ロ
ロ
。
←
の
棹
⑰
己
．
』
『
‐

も
ち
ろ
ん
現
実
に
諸
国
が
共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
の
実
体
規
定
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
弓
与
の
。
□
○
吋
富
の
円
。
ｐ
》
虞
○
．
己
①
冒
已
◎
円
Ｐ
ｇ
ｏ
ｏ
ｐ
【
］
】
９
ｍ
目
旦
冨
日
日
巨
目
国
巨
日
：
】
一
周
】
目
の
一
四
口
Ｓ
ａ
ｍ
画
》

宍
日
の
］
こ
の
二
・
コ
の
（
の
ロ
・
）
》
国
司
固
罰
］
量
目
Ｓ
直
い
［
畠
景
目
肖
【
司
帛
聾
昌
〕
殉
罰
澤
ｎ
日
〔
閤
騨
の
Ｑ
】
②
冒
邑
○
百
・
ミ
ミ

崗
戴
、
の
ど
（
］
＄
②
）
己
．
＆
』
・
参
照
。

第
二
議
定
書
の
適
用
条
件
に
か
か
わ
り
な
く
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
第
二
議
定
書
の
規
定
に
従
う
べ
き
、
と
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
憲
法
裁
判
所
の

判
断
に
つ
い
て
、
司
昌
、
【
Ｐ
］
め
げ
◎
曇
の
ロ
．
。
シ
○
．
］
◎
曰
亘
：
ぐ
】
の
。
「
◎
己
宅
『
。
←
◎
８
］
自
・
・
呉
日
司
守
。
；
具
』
員
⑩
３
口
陣
：
巳

出
巨
ヨ
ロ
ミ
日
「
冒
百
ｎ
口
Ｅ
ぐ
。
】
』
（
】
の
沼
）
□
・
躍
翫
・
国
呵
冒
曹
屡
勺
『
◎
８
８
」
Ｐ
目
す
①
Ｏ
Ｄ
Ｃ
出
ｐ
ｐ
ｑ
○
．
一
．
日
亘
Ｐ
劃
悶
Ｐ
ｎ
の
一
二
の
］
］
の
ロ
⑰

（
の
ｇ
）
》
三
目
蘭
」
量
目
〔
冒
唐
Ｈ
Ｅ
皇
国
員
同
Ｓ
寓
聾
』
ｓ
、
”
Ｌ
○
国
ロ
固
原
防
昌
切
冒
國
冒
・
ミ
ミ
圃
戴
・
切
昌
（
］
＄
②
）
□
・

臼
・
・
参
照
。
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け
処
罰
で
き
る
ｌ
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
し
て
実
際
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
個
人
の
い
か
な
る
行
為
が
そ
の
人
道
法
違

反
行
為
と
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
は
、
武
力

紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
法
と
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
当
該
領
域
に
お
い
て
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛

争
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
条
件
は
、
も
と
も
と
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
実
体
規
定
と
は
無
関
係

に
、
単
に
適
用
さ
れ
る
場
合
を
限
定
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
こ
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
、

直
接
個
人
を
拘
束
す
る
刑
事
規
定
と
さ
れ
る
場
合
に
、
こ
の
「
武
力
紛
争
の
存
在
」
と
い
う
適
用
の
条
件
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ

こ
と
に
な
る
の
か
。
個
人
の
行
為
へ
の
人
道
法
の
適
用
に
は
そ
の
武
力
紛
争
の
存
在
だ
け
で
十
分
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
行
為
ｌ
た
と
え
ば
殺
人
や
強
姦
ｌ
が
魅
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

行
為
が
当
該
武
力
紛
争
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
の
違
反
と
は
な

ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
の
場
合
の
「
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の

「
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
と
の
関
連
性
の
要
件
」
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
及
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
の
諸
判
例
に

お
い
て
論
じ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
要
件
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

（
１
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
ｌ
そ
の
拡
大
の
可
能
性
Ｉ
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
五
号
、
樋
口

一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
罰
（
｜
）
（
二
。
完
）
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
八
号
。
五
九
号
、
樋
口
一

彦
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
適
法
ｌ
反
徒
の
「
外
国
軍
化
」
に
よ
る
国
際
化
ｌ
」
『
琉
大
法
学
』
第
六
二
号
参
照
。
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旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
で
の
人
道
法
違
反
に
関
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
目
且
局
事
件

（
管
轄
権
に
関
す
る
抗
弁
申
請
）
の
上
訴
裁
判
部
で
の
審
理
に
お
い
て
、
上
訴
人
（
弓
且
旨
）
は
、
「
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
が
な

さ
れ
た
時
間
及
び
場
所
に
お
い
て
、
法
的
に
認
識
で
き
る
武
力
紛
争
は
、
国
内
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
国
際
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

存
在
し
な
か
つ
煙
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
上
訴
裁
判
部
は
、
「
国
際
人
道
法
違
反
が
存
在
す
る
た
め
に
は
武
力
紛
争
が

（
３
）

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
｝
」
と
を
確
認
し
た
の
ち
に
、
そ
の
武
力
紛
争
が
当
該
時
間
及
び
場
所
に
お
い
て
存
在
し
、
し
た
が
っ

て
国
際
人
道
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
上
訴
裁
判
部
は
、
武
力
紛
争
の
存
在
と
と
も
に
、
当
該
行
為
が
そ
の

武
力
紛
争
に
関
連
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
も
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
武
力
紛
争
は
、
国
家
間
に
お
け
る
武

力
の
行
使
が
存
在
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
あ
る
国
家
内
で
政
府
当
局
と
組
織
的
武
装
集
団
と
の
間
に
お
い
て
又
は
そ
の
よ
う
な
武
装

集
団
の
間
に
お
い
て
長
期
の
武
装
的
暴
力
が
存
在
す
る
場
合
、
に
存
在
す
る
。
国
際
人
道
法
は
、
そ
の
よ
う
な
武
力
紛
争
の
最
初
か

ら
適
用
さ
れ
、
全
般
的
な
和
平
の
締
結
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
敵
対
行
為
の
終
了
後
に
も
及
ぶ
。
国
内
紛
争
の
場
合
に
お
い
て
は
、

平
和
的
解
決
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
は
及
ぶ
。
こ
の
時
ま
で
は
、
国
際
人
道
法
は
、
交
戦
国
の
全
領
域
に
お
い
て
適
用
さ
れ
続
け
る
。

国
内
紛
争
の
場
合
に
は
、
当
事
者
の
支
配
下
に
あ
る
全
領
域
に
お
い
て
適
用
さ
れ
続
け
る
。
実
際
の
戦
闘
が
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
か

ど
う
か
は
関
係
が
な
い
。
以
上
の
武
力
紛
争
の
概
念
を
本
件
に
適
用
す
れ
ば
、
そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
は
武
力
紛
争
の
状
況
の

中
で
な
さ
れ
た
と
我
々
は
考
え
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
間
で
の
戦
闘
が
、
一
九
九
一
年
に
始
ま
り
、

そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
の
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
一
九
九
二
年
の
夏
を
通
し
て
継
続
し
、
今
日
ま
で
持
続
し
て
い
る
。
．
：
こ

れ
ら
の
敵
対
行
為
は
国
際
的
武
力
紛
争
及
び
国
内
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
密
度
（
目
の
口
吻
ご
）
の
要
件
を
超
え
て
い
る
。
さ

（
１
）

①
「
①
。
－
．
事
件
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対
す
る
支
配
を
猶
得
す
る
た
め
の
よ
り
大
き
な
ポ
ス
ー
ー
ア
の
セ
ル
ピ
ァ
人
の
軍
事
的
戦
闘
の
一
部
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た
、
と
起
訴
状
は
述
べ
て
い
る
。
上
訴
人
は
反
対
の
証
拠
を
何
ら
提
出
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
口
頭
の
主
張
に
お
い
て
、
旧
凰
亘
・
筍

地
区
に
お
い
て
ポ
ス
ー
ー
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
の
中
央
当
局
に
よ
っ
て
で
は
な
く
ポ
ス
ー
ー
ァ
の
セ
ル
ピ
ァ
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る

収
容
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
上
記
か
ら
、
国
際
人
道
法
の
適
用
上
、
そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
は
武
力
紛
争
の
状
況

下
で
な
さ
れ
た
、
と
我
々
は
結
論
す
麺
・
」

こ
の
上
訴
裁
判
部
の
判
決
で
は
、
武
力
紛
争
の
存
在
の
要
件
と
当
該
行
為
の
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
が
必
ず
し
も
明
確
に
区
別

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
上
訴
裁
判
部
の
管
轄
権
に
関
す
る
判
決
を
受
け
て
な
さ
れ
た
第
一
審
裁
判
部
に
よ
る

有
罪
認
定
の
判
潅
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
の
区
別
が
よ
り
明
瞭
に
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
の
第
Ⅵ
部
（
適
用
さ

れ
る
法
）
Ａ
章
（
規
程
第
二
条
、
第
三
条
、
第
五
条
の
一
般
的
適
用
条
件
）
の
第
１
節
「
武
力
紛
争
の
存
在
」
に
お
い
て
国
際
的
武

力
紛
争
及
び
国
内
的
武
力
紛
争
の
存
在
を
検
討
し
た
の
ち
に
、
次
の
第
２
節
「
被
告
人
の
行
為
と
武
力
紛
争
と
の
つ
な
が
り
」
に
お

ま
ざ
ま
の
国
の
軍
隊
間
に
、
そ
し
て
政
府
軍
と
組
織
的
反
徒
集
団
の
間
に
、
長
期
の
か
つ
大
規
模
な
暴
力
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の

犯
罪
が
な
さ
れ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
時
間
及
び
場
所
に
お
い
て
勺
昼
の
』
◎
村
地
区
で
実
質
的
な
衝
突
が
た
と
え
生
じ
て
い
な

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
犯
罪
は
。
日
日
、
百
収
容
所
の
内
外
で
文
民
に
対
し
て
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
勺
１
一
己
。
『
地
区
に

て
ら
れ
た
犯
罪
が
、
紛
争
当
事
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
他
の
領
域
部
分
に
お
い
て
生
じ
た
敵
対
行
為
に
密
接
に
関
連
し
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
申
し
立
て
が
そ
の
必
要
な
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
起
訴
状
に
お
い

て
は
、
一
九
九
二
年
に
ポ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ピ
ア
人
が
。
ご
ｍ
壹
冒
Ｐ
ｏ
崗
勺
且
巳
。
『
を
支
配
し
、
○
日
目
の
百
に
収
容
所
を
設
置
し
た
、

お
け
る
権
力
の
ポ
ス
ニ
ア
の
セ
ル
ピ
ア
人
に
よ
る
支
配
・
確
立
の
一
部
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
ポ
ス
ニ
ァ
傾
域
に

か
つ
だ
と
し
て
も
ｌ
こ
の
事
塞
回
題
に
つ
い
て
は
上
訴
裁
判
部
は
判
断
し
な
い
ｌ
国
際
入
道
法
は
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
申
し
立
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の
犯
罪
が
そ
の
武
力
紛
争
全
体
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
］
「
と
に
か
く
被
告
人
の
行
為
は
、
二
通
り
の
別
個

の
過
程
で
、
そ
の
武
力
紛
争
に
関
連
し
て
い
る
。
第
一
に
、
【
◎
圏
３
Ｄ
及
び
段
ぐ
。
〕
村
・
』
功
、
底
。
】
村
の
奪
取
に
お
け
る
被
告
人
の

行
為
に
つ
い
て
の
状
況
が
あ
る
。
そ
の
武
力
紛
争
の
民
族
紛
争
と
し
て
の
性
質
、
及
び
、
純
粋
な
セ
ル
ピ
ア
人
国
家
を
作
る
と
い
う

再
召
巨
巨
富
の
『
ご
ｍ
百
（
セ
ル
ピ
ァ
人
共
和
国
）
の
戦
略
的
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
◎
已
昌
目
勺
且
の
１
．
『
の
回
教
徒
及
び
ク
ロ
ア
チ
ア

利
益
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
。
国
際
人
道
法
上
の
個
人
の
義
務
は
国
際
法
上
の
国
家
の
責
任
の
問
題
か
ら
独
立

し
て
お
り
、
そ
れ
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
る
。
個
々
の
事
例
Ｚ
状
況
に
お
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唯
一
の
問
題
は
、
そ
．

い
て
当
該
犯
罪
行
為
と
当
該
武
力
紛
争
と
の
関
連
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
麺
・
裁
判
所
は
こ
の
後
者
の
点
に
関
し
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
武
力
紛
争
あ
る
い
は
占
領
の
存
在
お
よ
び
そ
の
領
域
へ
の
国
際
人
道
法
の
適
用
性
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

領
域
内
で
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
あ
ら
ゆ
る
著
し
い
犯
罪
に
対
し
て
国
際
的
管
轄
権
を
設
定
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
あ
る
犯
罪
が

本
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
内
に
属
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
と
そ
し
て
国
際
人
道
法
の
適
用
性
を
生
じ
さ
せ
る

そ
の
武
力
紛
争
と
の
間
に
、
十
分
な
つ
な
が
り
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
厄
・
」
「
従
っ
て
、
あ
る
犯
罪
が
国
際
人
道
法
違
反

と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
各
行
為
が
実
際
に
敵
対
行
為
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
第
一
審
裁
判
部
が

納
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
事
者
の
一
方
に
よ
り
支
配
さ
れ
た
地
区
に
お
け
る
敵
対
行
為
中
に
又
は
そ
の
一
部
と
し
て
、
あ
る
い
は

占
領
の
中
で
、
そ
の
犯
罪
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
十
分
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
訴
裁
判
部
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
行
な
わ
れ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
る
そ
の
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
正
確
な
時
間
と
場
所
に
お
い
て
、
武
力
紛
争
が
行
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
が
戦
闘
中
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
必
要
な
い
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
行
為
が
戦
争
行
為
に
関
連
す
る
政
策
を
実
際
に
推
し
進
め
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
紐
手
当
事
匹
者
の
実
際
の

そ
の
犯
罪
が
紛
争
当
事
者
の
一
方
に
よ
り
公
式
に
認
め
ら
れ
ま
た
は
容
認
さ
れ
た
政
策
あ
る
い
は
実
行
の
一
部
で
あ
る
必
要
も
な
い
。

（］）
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人
地
区
の
武
力
に
よ
る
奪
取
及
び
民
族
浄
化
中
に
な
さ
れ
た
被
告
人
の
行
為
は
、
そ
の
武
力
紛
争
と
直
接
的
に
関
連
し
て
い
麺
・
」

「
第
一
一
に
、
罰
の
已
巨
す
］
】
層
の
Ｈ
冨
百
当
局
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
収
容
所
に
お
け
る
被
告
人
の
行
為
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
は
、
明

ら
か
に
こ
れ
ら
の
収
容
所
を
運
営
し
て
い
た
当
局
の
黙
認
あ
る
い
は
許
容
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
行
為

が
。
□
碗
冒
Ｐ
田
且
①
』
ｏ
ｎ
の
収
容
所
の
抑
留
者
に
対
す
る
是
認
さ
れ
た
政
策
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
そ
の

よ
う
な
処
置
は
、
ポ
ス
ー
ー
ア
の
セ
ル
ピ
ァ
軍
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
ボ
ス
ー
ー
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
共
和
国
の
諸
地
域
を
、
恐
怖
、

殺
害
あ
る
い
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
民
族
的
に
浄
化
す
る
と
い
う
同
名
巨
冨
百
ｍ
５
ｍ
丙
口
の
目
的
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
行
為
も
ま
た
そ
の
武
力
紛
争
に
直
接
に
関
連
し
て
魎
越
・
」

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
第
一
審
裁
判
部
判
決
に
お
い
て
は
、
被
告
人
の
行
為
が
国
際
人
道
法
違
反
と
な
る
た
め
に
は
武
力
紛
争
の
存

在
の
み
な
ら
ず
、
当
該
行
為
が
そ
の
武
力
紛
争
と
関
連
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
認
定
さ
れ
極
・
武
力
紛
争
の
存
在
に

つ
い
て
は
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
適
用
の
条
件
で
あ
り
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
道
法
違
反
の
行
為
が
当
該
武
力
紛
争
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
理
解
は
、
確
か

に
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
適
用
を
武
力
紛
争
の
状
況
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
必
然
的
に
導
き
だ
さ
れ
る
結
論
で

あ
る
、
と
も
言
い
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
適
用
を
狭
く
と
ら
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
、
当
該
武
力
紛
争
の
存

在
し
て
い
る
領
域
内
で
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
違
反
行
為
を
、
武
力
紛
争
と
の
関
係
の
有
無
を
問
わ
ず
、
適
用
範
囲
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
方
が
残
虐
行
為
を
防
止
処
罰
す
る
と
い
う
人
道
法
の
目
的
に
よ
り
合
致
す
る
、
と
の
解
釈
も
あ
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
後
者
の
よ
う
な
解
釈
を
と
ら
ず
に
裁
判
所
は
当
該
行
為
の
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
を
必
要
と
考
え
た
。
で
は
本
判
決
で

理
解
さ
れ
る
「
当
該
行
為
の
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
」
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
判
決
に
お
い
て
は
、
被
告
人

自
画
＆
・
の
行
為
の
性
格
あ
る
い
は
被
害
者
の
性
質
に
つ
い
て
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
当
事
者
の
一
方
に
よ
り
支
配
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さ
れ
た
地
区
に
お
け
る
敵
対
行
為
中
に
又
は
そ
の
一
部
と
し
て
、
あ
る
い
は
占
領
の
中
で
、
そ
の
犯
罪
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
」

「
そ
の
武
力
紛
争
の
民
族
紛
争
と
し
て
の
性
質
、
及
び
、
純
粋
な
セ
ル
ピ
ァ
人
国
家
を
作
る
と
い
う
胃
己
：
］
〕
百
ｍ
８
，
百
の
戦
略

的
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
・
房
←
旨
②
勺
且
の
」
・
『
の
回
教
徒
及
び
ク
ロ
ァ
チ
ァ
人
地
区
の
武
力
に
よ
る
奪
取
及
び
民
族
浄
化
中
に
な
さ
れ

た
被
告
人
の
行
為
は
、
そ
の
武
力
紛
争
と
直
接
的
に
関
連
し
て
い
る
」
「
両
の
冒
昌
百
ｍ
甸
已
⑪
百
当
局
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
収
容

所
に
お
け
る
被
告
人
の
行
為
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
収
容
所
を
運
営
し
て
い
た
当
局
の
黙
認
あ
る
い
は
許
容
に
よ
り
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
行
為
が
８
ｍ
目
匝
勺
『
】
）
の
』
。
『
の
収
容
所
の
抑
留
者
に
対
す
る
是
認
さ
れ
た
政
策
の
一
部
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
処
置
は
、
ポ
ス
ニ
ァ
の
セ
ル
ピ
ア
軍
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
ポ
ス
ー
ー
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ

ピ
ナ
共
和
国
の
諸
地
域
を
、
恐
怖
、
殺
害
あ
る
い
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
、
民
族
的
に
浄
化
す
る
と
い
う
”
の
巳
す
］
岸
ｐ
ｍ
Ｂ
切
層

の
目
的
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
の
判
決
が
重
視
し
て
い
る
点
は
、
被
告
人
の
行
為
が
「
ポ
ス
ー
ー
ア
の
セ
ル
ピ
ア

軍
」
に
よ
る
ポ
ス
ー
ー
ァ
の
「
回
教
徒
」
及
び
「
ク
ロ
ァ
チ
ァ
人
」
に
対
す
る
敵
対
行
為
と
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
被
害
者
が
、
被
告
人
の
武
力
紛
争
の
「
敵
」
に
属
す
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
残
虐
な
行
為
の
対
象
と
さ
れ
た
、
と
い

う
点
で
あ
る
。

（
１
）
こ
の
事
件
の
概
略
に
つ
い
て
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
嗣
（
｜
）
（
二
。
完
）
」
『
琉
大
法

学
』
第
五
八
号
．
五
九
号
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
道
法
ｌ
反
徒
の
「
外
国
軍
化
」
に
よ
る
国
際
化
ｌ
」
『
琉
大
法

学
」
第
六
二
号
参
照
。

（
２
）
旨
討
３
§
。
：
｛
い
□
Ｅ
河
骨
Ｃ
『
厳
く
◎
］
・
』
９
℃
・
』
忠
．
ご
自
国
・
＄
．
な
お
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国

際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
刑
（
二
。
完
）
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
九
号
参
照
。
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/■、〆■、〆■、〆へ〆､〆ヘ

1１１０９８７６
、-プ、＝、－'昌=、ン、.ソ

〆、′＝、'■、

５４３
～ノ、－～’

思
苞
も
胃
Ｐ
田
⑰
．

一
九
九
八
年
一
二
月
一
○
日
に
下
さ
れ
た
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
（
Ｕ
Ｈ
ｏ
ｍ
円
皀
。
『
ご
・
し
具
◎
句
巨
目
且
且
］
Ｐ

Ｃ
闇
の
Ｚ
◎
・
弓
，
患
，
］
『
、
〕
‐
目
（
忌
む
②
）
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
武
力
紛
争
の
存
在
の
要
件
と
、
当
該
行
為
と
そ
の
武
力
紛
争
の
つ
な
が
り

の
要
件
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
第
一
審
裁
判
部
は
こ
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
、
「
第
一
審
裁
判

部
は
、
被
告
人
に
よ
る
証
人
Ａ
の
尋
問
の
性
質
に
つ
い
て
の
彼
女
の
証
言
を
受
け
入
れ
た
。
彼
女
は
、
白
◎
富
目
（
Ｈ
Ｖ
Ｏ
（
ク
ロ
ァ
チ

ア
防
衛
評
議
会
）
の
軍
警
察
の
特
別
部
隊
）
の
権
力
内
に
あ
る
文
民
で
あ
り
、
こ
の
部
隊
の
指
揮
官
で
あ
っ
た
被
告
人
に
よ
っ
て
尋
問
さ

れ
た
。
彼
は
能
動
的
戦
闘
員
で
あ
り
、
回
教
徒
た
ち
を
彼
ら
の
家
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
参
加
し
た
。
彼
は
ま
た
証
人
Ｄ
及
び
Ｅ
た
ち
の

よ
う
な
者
の
逮
捕
に
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
被
告
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
犯
罪
を
そ
の
武
力
紛
争
に

結
び
つ
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
、
と
第
一
審
裁
判
部
は
判
断
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
冒
討
３
§
◎
詞
旦
ト
侭
Ｐ
』
霞
口
討
「
冒
胄
②

ご
・
一
・
路
Ｚ
。
』
（
］
＄
②
）
□
・
題
⑪
．
ご
Ｐ
３
・
＄
・
）
ま
た
、
シ
］
の
廓
。
扇
面
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
（
弓
虫
子
屋
、
骨
‐
弓
弓
冒
勺
『
。
、
の
ｏ
Ｅ
ｏ
甸

昌
・
巳
Ｐ
房
。
シ
］
の
庁
、
。
扇
嵐
・
白
目
、
①
曰
の
ロ
ー
鴎
』
目
の
】
の
忠
》
己
色
日
切
・
合
‐
念
・
）
及
び
○
の
』
の
亘
臼
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
（
弓
‐
の
②
‐

画
】
‐
弓
勺
再
○
の
回
。
□
弓
。
固
く
，
国
固
］
ｚ
円
□
固
い
し
ロ
○
国
ロ
因
し
ご
宍
。
ｇ
ご
Ｑ
ｏ
ｂ
】
切
・
百
．
君
曰
Ｐ
切
屡
勺
し
ご
Ｑ
困
褥
目
ｇ

□
国
目
。
固
め
』
□
田
缶
ｚ
Ｄ
困
○
巳
、
◎
百
．
乏
曰
用
・
目
Ｚ
。
シ
圏
・
白
目
、
の
日
の
曰
亘
①
三
．
ど
の
日
ワ
閂
］
忠
⑭
『
己
、
『
：
』
巴
‐
巳
『
・
）
に

閂
守
已
＆
・
・
ロ
ｐ
『
回
。
⑫
『
今

冒
尉
ヨ
ロ
愚
。
訂
具
ト
ロ
ミ
飼
偶
》
。
「
厨
ぐ
。
］
』
旨
己
己
・
旨
②
‐
］
Ｅ
・
己
Ｐ
村
Ｐ
、
．
⑰
ヨ
ー
ヨ
の
．

『
ず
司
只
。
ご
己
Ｐ
旬
Ｐ
０
ｍ
『
鱒

』
ず
区
・
も
Ｐ
Ｈ
Ｐ
雪
四
・
（
傍
線
は
筆
者
）

＆
昼
も
周
Ｐ
・
弓
．
（
傍
線
は
筆
者
）

こ
の
判
決
に
つ
い
て
、
樋
口
一
彦
「
内
戦
の
国
際
化
と
国
際
人
適
法
ｌ
反
徒
の
「
外
国
軍
化
」
に
よ
る
国
際
化
ｌ
」
『
琉
大
法
学
」

『
ず
曰
巨
。
。
ご
■
同
Ｐ
・
の
ヨ

第
六
二
号
参
照
。
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武
力
紛
争
と
当
該
犯
罪
と
の
関
連
性
に
関
し
て
、
よ
り
詳
し
い
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
判
例
が
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
第

一
審
裁
判
部
の
鳶
ど
の
切
巨
事
件
判
決
で
あ
る
。
本
件
の
被
告
人
シ
百
］
の
目
は
、
一
九
九
一
一
一
年
四
月
に
目
Ｐ
ｇ
村
の
村
長

（
す
・
胃
、
己
の
の
芹
の
）
に
選
ば
れ
、
彼
が
ル
ワ
ン
ダ
を
逃
れ
た
一
九
九
四
年
六
月
ま
で
こ
の
地
位
に
い
た
。
そ
し
て
一
九
九
五
年
一
○

月
に
ザ
ン
ビ
ア
で
逮
捕
さ
れ
、
一
九
九
六
年
五
月
に
裁
判
所
の
所
在
す
る
ア
ル
ー
シ
ャ
ヘ
移
送
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
四
月
七
日
か

ら
六
月
お
わ
り
に
か
け
て
き
わ
め
て
多
く
の
ツ
チ
族
が
息
高
村
に
お
い
て
殺
害
さ
れ
た
が
、
被
告
人
は
四
月
一
八
日
以
後
ツ
チ
族

殺
害
を
是
認
、
命
令
し
、
ま
た
自
ら
殺
害
に
加
わ
っ
た
と
し
て
、
第
一
審
裁
判
部
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
及
び
人
道
に
対
す
る
罪
で
彼

を
有
罪
と
認
め
た
。
し
か
し
こ
の
判
決
で
は
、
起
訴
状
で
申
し
立
て
ら
れ
た
被
告
人
の
行
為
に
関
し
て
、
当
該
武
力
紛
争
と
の
関
係

の
証
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
国
際
人
道
法
違
反
の
訴
因
に
つ
い
て
は
無
罪
を
言
い
渡
し
て
い
麺
・
本
稿
は
、
こ
の
人
道
法
違

反
に
つ
い
て
無
罪
と
い
う
結
論
の
当
否
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
関
心
は
、
こ
の
第
一
審
裁
判
部
判
決
が
国
際
人
道
法
違

〆■、

１２
、＝’

②
シ
穴
昌
の
⑩
Ｅ
事
件

お
い
て
も
、
こ
の
武
力
紛
争
の
存
在
の
要
件
と
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
の
つ
な
が
り
の
要
件
が
明
確
に
区
別
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
両
方
の

要
件
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
両
判
決
文
は
君
乏
ご
上
目
◎
閃
、
局
冨
に
依
る
）
。

な
お
、
こ
の
ｓ
ｍ
ｓ
ｏ
の
有
罪
の
認
定
に
関
す
る
上
訴
裁
判
部
判
決
に
お
い
て
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
は
Ｖ
Ｊ
の
指
揮
下
に
あ
り
、
新
ユ
ー
ゴ
の
た
め

に
行
動
し
て
い
た
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
本
件
は
国
際
的
武
力
粉
筆
卜
で
な
さ
れ
た
、
と
判
断
さ
れ
た
（
勺
因
９
回
○
口
目
。
切
這
・
ロ
ロ
、
【
○

弓
少
目
Ｃ
』
巳
、
の
日
の
ロ
ー
◎
【
】
⑪
自
巨
］
］
】
ｇ
Ｐ
已
閂
Ｐ
⑩
。
］
鼠
】
ｓ
・
胃
国
司
員
Ｃ
：
』
ト
侭
旦
量
凰
の
『
冒
貯
ぐ
。
－
．
窃
二
。
．
⑦
（
■
＄
②
）

目
』
望
耳
】
望
ｃ
・
）
。
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対
し
て
通
常
適
用
さ
れ
る
。
］
「
し
か
し
な
が
ら
起
訴
状
は
、
被
告
人
が
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
書
の
著
し
い
違
反
に
つ
い
て

責
任
を
負
い
う
る
者
の
範
鴎
に
属
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
特
に
明
示
し
て
い
な
い
。
被
告
人
が
（
最
も
広
義
で
の
）
ル
ワ
ン
ダ
軍
の

公
式
の
構
成
員
で
あ
る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
武
力
紛
争
法
に
関
す
る
規
程
第
四
条
は
、
文
民
と
し
て
の
被
告
人
に

は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
異
議
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
厄
・
」
し
か
し
「
少
な
く
と
も
東
京
裁
判
以
後
、
文
民
も
国
際

反
に
お
け
る
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
の
関
連
性
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
の
か
、
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
判
決
の
議
論
を
整
理
し
些
罪
・

国
際
人
道
法
の
適
用
に
関
し
て
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
裁
判
所
規
種
第
四
条
の
適
用
上
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
と
第
一
一

追
加
議
定
書
の
適
用
可
能
性
を
判
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
お
い
て
ル
ワ
ン
ダ
政
府
軍
（
「
Ｒ
Ａ
Ｆ
」
又
は
「
Ｆ
Ａ
Ｒ
」
）
、

他
方
に
お
い
て
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦
線
（
「
Ｒ
Ｐ
Ｆ
」
又
は
「
Ｆ
Ｐ
Ｒ
」
）
、
こ
の
両
者
の
集
団
は
よ
く
組
織
さ
れ
た
軍
隊
で
あ
り
、

第
二
追
加
議
定
書
の
適
用
条
件
を
も
満
た
し
て
い
る
“
そ
し
て
こ
の
両
者
の
間
に
高
い
密
度
の
武
力
租
雷
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
従
っ

て
、
共
通
第
三
条
は
も
ち
ろ
ん
第
二
議
定
書
の
適
用
条
件
を
も
満
た
す
武
力
紛
争
が
当
時
ル
ワ
ン
ダ
に
生
じ
て
い
た
、
と
す
る
。
そ

の
う
え
で
、
武
力
紛
争
と
当
該
行
為
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

ま
ず
、
人
道
法
違
反
の
行
為
者
の
類
型
・
地
位
に
つ
い
て
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
及
び
追
加
議
定
書
は
、
敵
対
行
為
の
発
生
・

遂
行
に
つ
い
て
そ
の
権
限
上
責
任
を
有
す
る
者
に
主
と
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
責
任
を
有
す
る
者
の

部
類
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
指
揮
官
、
戦
闘
員
及
び
そ
の
他
の
軍
隊
構
成
員
に
限
ら
れ
麺
・
」
「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
国

際
的
法
文
書
の
全
般
的
な
保
護
的
人
道
的
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
書
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
者

交
戦
当
事
者
の
軍
事
指
揮
下
に
あ
る
軍
隊
に
属
す
る
す
べ
て
の
階
級
の
個
人
、
及
び
、
公
務
員
あ
る
い
は
公
の
権
限
を
持
つ
機
関
等

ま
た
は
政
府
を
事
実
上
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
戦
争
努
力
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
に
委
任
さ
れ
期
待
さ
れ
る
個
人
、
に

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
限
定
は
あ
ま
り
厳
格
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
追
加
議
定
書
の
義
務
・
責
任
は
、

一
す
る
機
関
と
し
て
、
戦
争
努
力
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
に
委
任
さ
れ
期
待
さ
れ
る
個
人
、

（
５
）
Ｉ
‐
１
１
‐
「
‐
「
‐
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
，
‐
・
‐
‐
「
，
１
１
，
：
；
‐
－
‐
，
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な
疑
い
の
余
地
を
残
さ
な
い
ほ
ど
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
判
決
の
中
で
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
も
し

鳶
ど
の
召
が
彼
の
権
限
に
よ
っ
て
敵
対
行
為
の
発
生
に
責
任
を
有
す
る
か
、
ま
た
は
直
接
に
敵
対
行
為
に
参
加
し
た
こ
と
が
証
明

さ
れ
れ
ば
、
罵
四
］
の
召
が
そ
の
行
為
に
対
し
て
個
人
的
刑
事
責
任
を
負
う
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
シ
百
］
の
、
臣
が

い
ず
れ
か
の
交
戦
当
事
者
の
軍
事
指
揮
下
に
あ
る
軍
隊
の
構
成
員
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
公
務
員
あ
る
い
は
公
の
権
限
を
持
つ
機

関
等
ま
た
は
政
府
を
事
実
上
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
戦
争
努
力
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
に
委
任
さ
れ
期
待
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
、
検
察
官
は
本
裁
判
部
に
示
し
、
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
本
裁
判
部
は
、
規
程
第
四
条
が
文
民
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
を
想
起
す
麺
。
」
「
公
判
中
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
よ
れ
ば
、
起
訴
状
で
申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
の
際
に
は
、
鳶
ど
の
目

は
軍
服
の
上
着
を
着
て
、
ラ
イ
フ
ル
銃
を
携
行
し
、
多
く
の
任
務
ｌ
当
該
地
域
の
調
査
・
地
図
作
成
及
び
無
線
通
信
の
設
定
を
含

シ
冒
扁
、
Ｅ
が
、
政
府
ま
た
は
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
目
的
の
遂
行
の
中
で
行
動
し
た
こ
と
を
、

規
は
戦
闘
員
と
同
様
に
文
民
に
も
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
被
告
人
は
当
該
事
件
当
時
単
な

る
文
民
で
は
な
く
村
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
本
裁
判
部
は
留
意
す
る
。
従
っ
て
も
し
事
実
の
側
面
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
輪
生
甲
人
は
国
際

人
道
法
の
著
し
い
違
反
、
特
に
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
書
の
著
し
い
違
反
、
に
よ
っ
て
責
任
を
問
わ
れ
う
る
者
の
部
類
に
あ
る
、

と
本
裁
判
部
は
結
論
す
麺
・
」

罪
の
個
人
的
刑
事
責
任
が
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
争
法
規
違
反
行
為
に
よ
り
文
民
に
責
任
を
負
わ
せ
る
原
則
は
、
戦

争
犠
牲
者
を
残
虐
行
為
か
ら
守
る
と
い
う
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
・
議
定
書
の
人
道
目
的
に
よ
り
支
持
さ
れ
麺
・
」
「
従
っ
て
馴
割
脚

京
裁
判
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
他
の
戦
後
の
裁
判
に
お
い
て
も
紛
争
当
事
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
場
合
に
は
文
民
に
対
す
る
戦
争
犯

人
道
法
違
反
に
よ
っ
て
責
任
を
問
わ
れ
う
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
立
し
て
い
る
。
元
外
相
の
広
田
は
南
京
事
件
中
の
犯
罪
に
よ
り
東

次
に
、
当
該
行
為
の
性
質
に
つ
い
て
、
判
決
に
よ
れ
ば
、
「
房
昌
冊
巨
が
規
程
第
四
条
の
下
で
刑
事
責
任
を
負
う
た
め
に
は

検
察
官
が
合
理
的

こ
の
こ
と
は
、
も
し
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に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
本
裁
判
部
は
認
定
す
る
。
加
え
て
、
冒
冨
で
生
じ
た
事
件
に
関
連
す
る
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
仲
間
の

照
会
は
、
ツ
チ
族
を
指
し
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
本
錘
鈴
蝉
鄙
は
想
起
す
麺
・
」

そ
し
て
蛙
躯
輌
と
し
て
、
「
上
記
の
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
本
件
に
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
証
拠
に
も
と
づ
い
て
、
起
訴
状
に
お
い
て

申
し
立
て
ら
れ
た
事
件
の
時
に
弓
：
Ｐ
村
に
お
い
て
尹
百
『
の
２
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
は
武
力
紛
争
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
が
疑
問
の
〈
蒜
地
な
く
証
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
、
と
本
裁
判
部
は
認
定
す
る
。
さ
ら
に
、
駕
昌
冊
巨
が
軍
隊
構
成

員
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
公
務
員
あ
る
い
は
公
の
権
限
を
持
つ
燐
関
等
ま
た
は
政
府
を
事
実
上
代
表
す
る
燐
関
と
し
て
、
戦

争
努
力
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
に
一
巻
辻
さ
れ
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
疑
問
の
余
地
な
く
証
明
さ
れ
た
と
は
本
裁
判
部

は
認
定
で
き
な
唾
・
」
「
従
っ
て
本
裁
判
所
は
」
の
：
‐
勺
Ｐ
臣
］
鼻
Ｐ
望
の
、
色
が
起
訴
状
の
訴
因
六
、
八
、
’
○
、
’
二
、
及
び
一
五
の

極
的
に
戦
争
努
力
を
支
援
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
地
域
の
長
と
し
て
の
役
割
に
ぉ

す
る
政
府
の
努
力
を
支
え
た
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
証
拠
で
も
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
裁
判
部
の
見
解
に

お
い
て
は
、
軍
服
の
上
着
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
や
ラ
イ
フ
ル
銃
を
携
行
し
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
証
拠
は
、
偉
昌
の
⑩
色
が
積

む
ｌ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
白
：
鱒
に
到
着
し
た
軍
を
支
援
し
、
そ
し
て
軍
に
彼
の
公
館
の
使
用
を
許
可
し
た
、
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
鳶
口
］
腸
巨
の
行
動
と
そ
の
紛
争
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
検
察
官
は
、

こ
れ
ら
の
事
実
に
も
依
拠
し
た
。
さ
ら
に
崖
冨
］
の
切
巨
が
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
仲
間
の
個
人
を
照
会
し
た
こ
と
は
、
鴛
画
］
の
目
の
行
動
が
政
府

と
Ｒ
Ｐ
Ｆ
と
の
紛
争
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
検
察
官
は
主
張
し
檸
」
玉
判
決
に
お
い
て
、
鳶
昌
§

が
社
会
的
権
限
を
握
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
そ
の
地
域
社
会
の
行
政
支
部
で
の
文
民
管
理
職
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
、
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
検
察
官
は
算
こ
の
切
巨
が
、
い
か
に
し
て
、
そ
し
て
い
か
な
る
資
格
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
に
対
抗

い
て
、
被
告
人
に
よ
っ
て
、
軍
に
対
し
て
な
さ
れ
た
限
ら
れ
た
支
援
は
、
彼
が
積
極
的
に
戦
争
努
力
を
支
え
た
と
い
う
こ
と
を
十
分
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下
で
個
人
的
刑
事
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
、
と
認
定
す
麺
・
」
と
し
た
。

こ
の
シ
百
］
の
２
事
件
判
決
も
弓
且
】
・
事
件
判
決
と
同
じ
よ
う
に
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
人
道
法
の
適
用
の
条
件
と
し
て
、
武
力
紛

争
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
当
該
行
為
と
当
該
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
を
必
要
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
判
決
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
関

連
性
が
必
要
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
明
確
に
説
明
し
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
判
決
の
論
理
を
追
い
な
が
ら
、
こ
の
判

決
に
お
け
る
理
解
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

少
屍
昌
の
、
臣
事
件
判
決
は
、
ま
ず
、
衲
筈
人
鳶
旦
の
、
巨
の
地
位
あ
る
い
は
資
格
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
人
道
法
違
反
を
行
な

い
う
る
地
位
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
判
決
は
「
少
な
く
と
も
東
京
裁
判
以
後
、
文
民
も
国
際
人
道
法
違
反
に
よ
っ
て
賀
任

を
問
わ
れ
う
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
立
し
て
い
る
。
他
の
戦
後
の
裁
判
に
お
い
て
も
紛
争
当
事
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
場
合
に
は

文
民
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
の
個
人
の
刑
事
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
文
民
で
あ
っ
て
も
人
道
法
違
反
を
問
わ
れ
う
る
と

す
る
が
、
当
該
行
為
者
の
地
位
・
資
格
を
ま
っ
た
く
問
わ
な
い
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
雨
哲
宇
当
事
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
担
笈
巳

に
限
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
し
百
］
①
目
が
軍
隊
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
公
務
員
あ
る
い
は
公
の
権
限
を
持

つ
機
関
等
ま
た
は
政
府
を
事
実
上
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
戦
争
努
力
を
支
援
し
遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
に
委
任
さ
れ
期
待
さ
れ
て

い
た
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
当
該
行
為
の
性
質
と
し
て
、
「
戦
争
努
力
の
支
援
」
と
は
、
具
体
的
に

は
、
「
鳶
亀
の
、
臣
が
、
政
府
ま
た
は
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紛
争
目
的
の
遂
行
の
中
で
行
動
し
た
こ
と
」
「
鼻
回
］
の
吻
巨

が
彼
の
権
限
に
よ
っ
て
敵
対
行
為
の
発
生
に
責
任
を
有
す
る
か
、
ま
た
は
直
接
に
敵
対
行
為
に
参
加
し
た
こ
と
」
「
軍
服
の
上
着
を

着
用
し
て
い
た
こ
と
や
ラ
イ
フ
ル
銃
を
携
行
し
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
証
拠
は
、
鼻
ど
の
目
が
積
極
的
に
戦
争
努
力
を
支
援
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
地
域
の
長
と
し
て
の
役
割
に
お
い
て
、
被
告
人
に
よ
っ
て
、

軍
に
対
し
て
な
さ
れ
た
限
ら
れ
た
支
援
は
、
彼
が
積
極
的
に
戦
争
努
力
を
支
え
た
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
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な
い
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
被
告
人
が
「
紛
争
目
的
の
遂
行
の
中
で
行
動
し
た
こ
と
」
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
被
告
人
が
人
道
法
違
反
２
は
為
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
輪
生
甲
人
が
政
府
と
反
徒
と
の
武
力
紛
争
に
お
い
て
、

「
敵
」
を
打
倒
す
る
た
め
の
敵
対
行
為
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
行
動
を
行
な
う
立
場
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
敵
対
行
為
と
し
て

人
道
法
違
反
の
行
為
を
実
際
に
行
な
っ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
麺
。

こ
の
鳶
ど
の
切
巨
事
件
判
決
（
一
九
九
八
年
九
月
一
一
日
）
に
続
く
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
第
一
審
裁
判
部
の
他
の
諸
判
決
に

お
い
て
も
、
基
本
的
に
こ
の
尹
百
『
困
巨
事
件
第
一
審
裁
判
部
判
決
の
判
断
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
【
■
］
肘
す
§
切
目
」

罰
凰
己
冒
Ｐ
事
件
判
決
（
一
九
九
九
年
五
月
一
一
一
唾
）
因
巨
冨
、
目
：
事
件
判
決
（
一
九
九
九
年
一
二
月
六
ｍ
）
お
よ
び
冒
巨
、
の
日
ロ

事
件
判
滋
に
お
い
て
鳶
口
］
の
⑩
■
事
件
判
決
と
同
様
の
判
断
が
示
さ
れ
、
そ
し
て
、
当
該
犯
罪
と
そ
の
武
力
紛
争
と
の
つ
な
が
り
の

証
明
が
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
人
道
法
違
反
の
訴
因
に
つ
い
て
無
罪
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
点
の
み
を
引
用
し
よ

う
。
宍
§
の
冨
日
色
色
且
勾
圓
且
目
色
事
件
判
決
で
は
こ
の
「
武
力
紛
争
と
当
該
犯
罪
と
の
関
連
性
」
に
関
し
て
、
「
そ
の
犯
罪
と

武
力
紛
争
と
の
間
に
直
接
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
書
の
違
反
が
存
在
し
た
と
の
結
論
を
導
く
根
拠

が
な
く
な
麺
」
「
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
書
が
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
保
謹
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
犯

罪
と
武
力
紛
争
と
の
間
の
つ
な
が
り
の
要
件
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
璽
と
し
た
う
え
で
、
「
こ
れ
ら
の
（
犠
牲
者
の
）
男
性
女
性

そ
し
て
子
供
は
Ｆ
Ａ
Ｒ
と
Ｒ
Ｐ
Ｆ
と
の
間
の
軍
事
活
動
の
結
果
と
し
て
殺
害
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ル
ワ
ン
ダ
の
公
的
当
局
に
よ
っ

て
遂
行
さ
れ
た
、
ツ
チ
族
磯
滅
政
策
ゆ
え
に
殺
害
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の
こ
の
虐
殺
へ
の
参
加
か
ら
、
被
告
人
が
Ｆ
Ａ

Ｒ
あ
る
い
は
Ｒ
Ｐ
Ｆ
軍
生
隊
と
関
連
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
嘘
」
「
起
訴
状
で
申
し
立
て
ら
れ
た
犯
罪
が
武
力
紛
争
に

直
接
関
連
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
合
理
的
な
疑
い
の
余
地
な
く
証
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
堀
」
と
し
て
人
道
法
違
反
の
訴

因
に
つ
い
て
無
罪
と
し
た
。
ま
た
、
冒
厨
、
目
：
事
件
判
決
に
お
い
て
も
「
共
通
第
一
一
一
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
事
項
的
要
件
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を
満
た
す
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
文
脈
の
中
で
そ
の
犯
罪
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
規
程
第
四
条
が

適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
の
犯
罪
と
武
力
紛
争
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
踵
」
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
「
ツ
チ

族
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
Ｒ
Ａ
Ｆ
・
Ｒ
Ｐ
Ｆ
間
の
紛
争
と
が
明
ら
か
に
結
び
つ
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
検
察
官
は
単
に
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
の
認
定
に
依
拠
し
て
、
そ
れ
自
体
で
共
通
第
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
著
し
い
違
反
が
そ
れ
に
よ
り
自
動
的
に
確
立
さ

れ
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
蝿
」
「
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
犯
罪
行
為
と
武
力
紛
争
と
の
間
の
つ
な
が
り

が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
合
理
的
な
疑
い
の
余
地
な
く
証
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
」
と
認
定
し
蝿
・
そ
し
て
冨
房
の
目
■
事
件

判
決
で
も
同
様
の
判
断
が
示
さ
れ
蝿
。

グー、〆￣、〆■、〆へグー、〆■、

７６５４３２
、三、.ノ、.プ、－'咄＝、.'

（
１
）

顧
苞
・
も
周
Ｐ
ま
い
．
（
傍
線
は
篭
者
）

恩
苞
・
も
閂
Ｐ
亀
函
．

Ｓ
弓
因
‐
忠
上
‐
弓
》
画
、
の
ご
←
の
日
す
の
『
】
や
題
こ
の
判
決
文
に
つ
い
て
は
、
ご
目
『
箸
・
】
ｏ
弓
。
。
『
、
＼
か
ら
の
情
報
に
依
っ
た
。

の
、
因
因
、
、
や
駅
少
冒
の
Ｈ

〔
言
）
・
ａ
＆
，
管
②
屡
己
ａ
ｐ
ｏ
←
の
画
一
員
○
自
切
‐
患
ト
ー
目
ロ
回
国
・
園
Ｐ

Ｓ
苞
・
も
胃
Ｐ
園
】
．
（
傍
線
は
箪
者
）

己』←←。）。

こ
の
判
決
の
概
要
に
つ
い
て
、
与
菖
⑩
「
詞
Ｑ
愚
：
具
い
ぬ
囚
巳
量
貝
⑩
１
口
庁
ぐ
。
］
・
ｓ
Ｚ
ｐ
⑦
（
］
患
②
）
や
□
』
ｇ
］
‐
］
含
Ｐ
参
照
。
な
お
、

シ
百
］
①
、
■
及
び
検
察
側
の
双
方
が
上
訴
し
て
い
る
（
シ
、
図
、
⑭
］
、
‐
の
、
」
患
の
、
置
四
国
ご
号
暮
』
§
寝
具
河
骨
◎
１
℃
閂
■
・
］
②
・
・
シ
『
豊

富
・
Ｃ
ｏ
ｐ
Ｐ
戸
。
皀
・
目
８
『
ご
因
閨
の
弓
國
》
思
目
３
．
．
討
旦
胃
・
司
凰
・
目
』
、
盲
ョ
§
緯
Ｑ
１
§
旧
Ｒ
Ｅ
ぐ
・
］
・
】
（
］
＠
房
）
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〆へ〆へ〆へ〆■、〆■、〆■、〆、

２２２１２０１９１８１７１６
，.〆、.ン、.’、ﾛゾ、.'、＝'、、ゾ

（
鳩
）

グー、'■、グー、〆■、'■、〆￣、戸、

1４１３１２１１１０９８
、－ノ■.〆、-グ、．’ﾐーグ、-’、－グ

辱
苞
・
も
閂
Ｐ
．
ｓ
四
・

局
自
切
‐
⑤
②
‐
四
‐
曰
ｂ
Ｐ
『
画
・
］
三
・

毎
国
・
も
四
日
』
塁
・

閂
。
｛
＆
。
ご
己
Ｐ
門
Ｐ
・
の
』
Ｐ

凉
苞
・
も
閂
Ｐ
①
匿
・

こ
の
判
決
に
お
け
る
認
定
で
は
、
一
九
九
四
年
に
ル
ワ
ン
ダ
で
生
じ
た
虐
殺
は
、
ツ
チ
族
の
根
絶
と
い
う
特
定
の
［
日
的
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
者
が
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
戦
闘
員
で
あ
る
が
ゆ
え
に
対
象
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
卯
ル
ワ
ン
ダ
で
生
じ
た
悲
劇
は
Ｒ
Ａ
Ｆ

と
Ｒ
Ｐ
Ｆ
と
の
間
の
紛
争
の
中
だ
け
で
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
そ
の
翰
宇
と
並
ん
で
行
な
わ
れ
た
皿
ツ
チ
族
に

対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
そ
の
上
記
紛
争
と
同
時
に
生
じ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
紐
争
と
は
明
ら
か
に
、
根
本
的
に
、
別
個
の
も
の
で
あ

る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
（
観
苞
も
胃
凰
』
路
》
旨
『
亨
屋
②
．
）

閂
。
自
切
‐
韻
‐
】
‐
曰
悼
］
言
Ｐ
］
』
圏
Ｐ
弓
冨
勺
日
切
①
Ｃ
員
。
吋
弓
・
口
の
曰
の
員
宍
Ｐ
］
耐
す
の
目
②
：
□
○
す
の
」
因
巨
凰
目
：
目
（
老
ミ
ヨ
・
局
可
。

。
『
、
、
）
な
お
、
被
告
人
及
び
検
察
側
双
方
が
上
脈
し
て
い
る
（
シ
、
望
、
四
］
①
‐
⑩
、
景
透
、
の
塗
櫓
３
厘
１
岑
シ
胃
冒
眉
｛
甸
偶
》
◎
１
℃
Ｐ
Ｂ
．

閂
。
】
＆
。
ご
己
ｍ
Ｈ
ｐ
ｏ
②
←
蛍

『
ｄ
曰
只
。
。
ご
■
門
口
句
《
］
・

Ｓ
Ｅ
・
も
胃
Ｐ
①
色
．
（
傍
線
は
筆
者
）

冒冒
且＆

己己

：ｉｉ
Ｅの
・望

償壗
はＩま

譽譽

閂
。
日
切
‐
患
‐
⑬
，
曰
①
Ｃ
の
◎
の
一
目
す
の
肘
】
＄
Ｐ
弓
す
の
ｂ
Ｎ
ｏ
ｍ
の
⑤
具
。
円
く
・
・
①
◎
岡
の
の
レ
ロ
』
円
、
。
曰
困
巨
厨
、
目
：
（
ご
コ
ョ
ョ
・
】
ｏ
埒
・
ｏ
Ｈ
ｍ
、
）

閂
。
日
切
わ
の
‐
届
‐
負
目
』
：
息
ｑ
ｇ
ｇ
》
曰
冨
勺
８
ｍ
の
２
一
．
『
曇
，
ど
【
旬
巴
冨
巨
⑩
の
ヨ
ロ
ロ
（
ニ
ミ
ニ
ョ
「
』
Ｃ
言
・
◎
門
、
、
）

自
○
日
切
‐
韻
‐
■
‐
弓
も
Ｐ
Ｂ
』
忠
．

函
』
・
）
。
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
人
道
法
は
も
と
も
と
交
戦
国
間
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
敵
国
の
人
や
財
産
に
対
す
る
不
必
要
な
加
害

行
為
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
、
発
展
し
て
き
た
。
戦
争
に
お
い
て
は
敵
国
を
軍
事
的
に
屈
伏
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら

ゆ
る
行
為
が
国
際
人
道
法
上
許
さ
れ
る
。
国
際
人
道
法
は
戦
争
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
戦
争
を
前
提
に
す
る
ル
ー

ル
で
あ
り
、
敵
国
を
軍
事
的
に
屈
伏
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
は
な
い
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
禁
止
は
人
道
的
目
的
に

合
致
し
、
ま
た
戦
場
に
お
け
る
軍
隊
の
規
律
の
維
持
の
必
要
性
や
精
力
集
中
の
法
耽
な
ど
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
か
つ
実
効
力
を
持
ち

う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
際
人
道
法
適
用
に
お
い
て
ま
ず
前
提
と
な
る
も
の
が
「
戦
闘
員
の
資
格
」
で
あ
る
。
国
際
人
道
法
上
合
法

的
な
戦
闘
員
は
、
合
法
的
に
敵
対
行
為
を
行
な
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
人
道
法
上
許
さ
れ
る
戦
闘
行
為
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

国
内
刑
法
の
適
用
を
免
れ
る
。
こ
の
資
格
を
持
た
な
い
者
は
、
こ
の
よ
う
な
「
特
権
」
を
持
た
ず
、
そ
の
行
為
が
国
内
刑
法
に
反
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
刑
法
の
適
用
に
よ
り
処
罰
さ
れ
う
る
し
、
さ
ら
に
は
、
敵
対
行
為
へ
の
参
加
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
う

る
。

〆￣、〆■、〆へ

２５２４２３
，－'、－’ﾐーゾ

国
際
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
お
い
て
は
、
次
に
、
そ
の
行
為
に
よ
る
「
被
害
者
」
を
考
え
る
。
そ
の
被
害
者

③
国
際
裁
判
所
の
適
用
す
る
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
適
法
」
の
性
質

国
辱
目
＆
。
ご
已
口
円
の
．
一
一
懐

閂
。
曰
＆
・
・
己
Ｐ
可
Ｐ
』
←
』

閂
Ｏ
Ｂ
因
‐
垣
の
，
』
酉
‐
貝
ご
口
３
ｍ
・
西
９
１
画
ｓ
と
鼠
‐
召
切
．
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が
「
敵
」
か
あ
る
い
は
「
味
方
」
か
、
で
あ
る
。
味
方
が
被
害
者
で
あ
る
場
合
、
そ
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
国
際
人
道
法
の
目

的
で
は
な
い
。
国
際
人
道
法
の
目
的
は
、
戦
争
に
お
い
て
、
敵
国
に
対
す
る
敵
煽
心
か
ら
の
不
必
要
な
破
壊
・
殺
裁
を
禁
止
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
お
け
る
被
保
識
者
の
範
囲
も
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
条
約
第
一
三
条
、
第
二
条
約
第
一
一
一
一
条
、
第
三
条
約
第
四
条
は
実
質
的
に
同
じ
規
定
で
あ
り
、
各
条
約
の
被
保
護
者
と
し
て
、

敵
の
軍
隊
構
成
員
及
び
敵
の
軍
隊
に
随
伴
す
る
者
そ
し
て
敵
の
群
民
兵
を
規
定
し
て
い
る
。
「
敵
国
の
」
と
の
限
定
は
明
文
上
は
存

在
し
な
い
が
、
敵
国
の
軍
隊
構
成
員
等
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
誕
・
ま
た
第
四
条
約
第
四
条
に
お
い
て
は
よ
り

明
確
に
「
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
者
は
、
紛
争
又
は
占
領
の
場
合
に
お
い
て
、
い
か
な
る
時
で
あ
る
と
、
ま
た
、
い
か
な

る
形
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
紛
争
当
事
国
又
は
占
領
国
の
権
力
内
に
あ
る
者
で
そ
の
紛
争
当
事
国
又
は
占
領
国
の
国
民
で
な
い
も
の

と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
厄
麺
・

こ
の
よ
う
な
国
際
人
道
法
を
内
戦
に
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
か
。
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
、
残
虐
行

為
・
非
人
道
的
行
為
を
禁
止
す
る
国
際
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
限
定
は
そ
の
残
虐
行
為
・

非
人
道
的
行
為
の
禁
止
と
は
論
理
的
な
関
係
を
持
た
ず
、
た
だ
単
に
適
用
条
件
を
限
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
当
該
行
為
の
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
の
要
件
は
必
要
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
△
凛
座

を
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
近
付
け
て
考
え
、
交
戦
当
事
者
間
に
お
け
る
戦
争
遂
行
上
不
必
要
な
破
壊
・
殺
戴
を
禁

止
す
る
法
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
者
が
「
合
法
的
戦
闘
員
」
か
否
か
、
そ
し
て
、
そ
の
行
為
の
被
害
者
が
「
敵
」
か
否
か
を
問

う
必
要
が
生
じ
て
く
麺
・
Ｂ
Ｐ
Ｓ
・
事
件
お
よ
び
鳶
ど
の
切
巨
事
件
に
お
い
て
は
「
被
告
人
は
合
法
的
戦
闘
員
で
あ
り
、
そ
の
行
為
は

合
法
的
交
戦
行
為
で
あ
っ
た
」
と
の
主
張
は
な
く
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
戦
闘
員
の
資
格
が
吟
味
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
両
判
決
は
、
被
告
人
の
行
為
の
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
△
導
色
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を
交
戦
当
事
者
間
に
お
け
る
戦
争
遂
行
上
不
必
要
な
破
壊
・
殺
戴
を
禁
止
す
る
法
と
と
ら
え
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

被
告
人
と
被
害
者
と
の
関
係
が
武
力
紛
争
に
お
け
る
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
関
係
で
あ
り
、
そ
の
関
係
ゆ
え
に
犯
罪
行
為
が
な
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
違
反
の
成
立
の
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
そ
こ
に
は
反

徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
判
決
の
な
か
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
直
接
に
触
れ
ら
れ
て
は
い
な

い
。
し
か
し
、
第
三
国
国
内
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
が
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
を
適
用
す
る
場
合
、
内
戦
の
反
徒
に

は
「
交
戦
資
格
」
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
扱
い
に
な
る
可
能
性
が
あ
麺
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
こ
の
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
の
理
解
は
共
通
第
三
条

や
第
二
追
加
議
定
書
を
作
成
し
た
諸
国
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
段
階
で
は
第
三
国
国
内
裁

判
所
や
国
際
裁
判
所
が
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
際
的
武
力
紛
争
と
同
様
の
事
態
が
内
戦
に
お
い
て
生
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
け
る
不
必
要
な
破
壊
・
殺
裁
の
禁
止
を
も

た
ら
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
国
国
内
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
は
内
戦
の
反
徒
の
交
戦
資
格
を
黙
示
的
に
前
提
と
し
て
「
内
戦
に

適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
を
適
用
し
て
い
く
と
い
う
ひ
と
つ
の
方
向
性
が
、
こ
れ
ら
の
判
決
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〆■、

２
、－ノ

（
１
）
「
精
力
集
中
の
法
則
」
に
つ
い
て
、
田
岡
良
一
『
国
際
法
Ⅲ
〔
新
版
〕
」
（
法
律
学
全
集
五
七
巻
）
（
有
斐
閣
）
三
○
七
～
三
一
○
頁

赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
の
解
説
書
で
は
、
こ
の
第
一
条
約
及
び
第
二
条
約
の
被
保
護
者
の
範
囲
を
実
質
的
に
第
三
条
約
の
被
保
護
者
の

範
囲
と
同
一
に
し
た
こ
と
は
狭
き
に
失
す
る
と
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
被
保
護
者
と
し
て
「
敵
」
に
属
す
る
者
を
念
頭
に
お
い
て
い
る

参
照
。
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（
３
）

'■、

４
～ジ

こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。
す
ぱ
わ
ち
、
そ
の
第
一
条
約
第
一
三
条
の
解
説
に
お
い
て
「
そ
れ
故
第
一
三
条
は
、
た
と
え
傷
者
が
本
条
に

規
定
す
る
部
類
の
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
交
戦
国
に
傷
者
の
尊
重
を
回
避
し
又
は
そ
の
者
に
対
す
る
必
要
な
待
遇
を

拒
否
す
る
橘
利
を
付
与
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
傷
者
は
、
そ
れ
が
雄
で
あ
ろ
う
と
も
、
敵
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
に
則
っ
た
待

遇
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傷
者
が
敵
の
権
力
内
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
敵
は
適
当
な
時
機
及
び
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
傷
者
の
身

分
は
何
で
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
傷
者
が
捕
虜
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
充
分
の
余
裕
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
（
榎
本
重
治
・
足
立
純
夫
共
訳
『
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
税
Ｉ
』
（
朝
霞
新
聞
社
）
一
五
四
～
一
五
五

頁
）
（
な
お
、
榎
本
璽
治
・
足
立
純
夫
共
訳
『
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
解
醜
Ⅱ
』
（
朝
雲
新
聞
社
）
九
八
～
九

九
頁
も
ほ
ぼ
同
じ
）

も
ち
ろ
ん
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
粉
争
の
よ
う
に
形
式
上
の
「
国
籍
」
が
、
こ
の
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
区
別
を
適
切
に
示
す
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
そ
の
敵
味
方
の
実
質
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方

を
と
っ
て
い
る
（
勺
再
○
目
○
口
目
。
”
『
・
ロ
ロ
、
閃
Ｃ
Ｓ
Ｐ
目
ｐ
白
目
、
の
日
の
ｇ
ｏ
［
届
白
目
］
望
』
ｇ
Ｐ
己
口
円
閖
』
震
‐
】
＄
．
（
旨
旨
司
‐

。
§
・
百
巳
旧
品
具
量
日
３
。
塚
く
。
］
・
畠
Ｚ
。
・
の
（
］
＄
の
）
ｇ
・
属
苧
］
閨
・
）
・
勺
切
○
の
国
。
□
曰
○
国
『
・
昌
尹
弓
【
○
し
げ
固
閃
の
○
ぐ
、
国

（
弓
‐
鵠
‐
屋
、
］
‐
シ
）
置
冨
胃
９
９
９
》
ロ
胃
回
⑰
．
』
臼
‐
勗
函
．
（
君
君
宅
・
巨
曰
・
◎
岡
、
】
。
ご
）
）
。
旨
の
『
◎
目
は
、
こ
の
人
道
法
上
の
被
保
護

者
に
つ
い
て
「
戦
争
法
は
、
国
家
間
的
相
互
主
義
的
基
盤
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
で
、
伝
統
的
に
敵
側
の
者
を
保
護
し
、
自
国
政
府
・
当

局
側
の
者
を
保
護
し
な
か
っ
た
。
こ
の
枠
組
み
は
様
々
な
側
面
で
な
お
有
効
で
あ
る
が
、
戦
争
法
の
適
用
を
入
梅
に
準
え
る
手
法
に
よ
っ

て
そ
の
枠
組
み
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
曰
冨
◎
９
．
円
富
の
同
。
ｐ
》
・
日
ロ
の
困
巨
日
口
凰
目
←
】
◎
ロ
。
【
四
回
目
：
】
冨
臥
目

い
ぃ
肴
籔
》
レ
ョ
ミ
・
§
、
ざ
巨
冒
Ｐ
』
＆
冒
厭
ョ
§
：
ｐ
【
旧
ｐ
こ
ぐ
。
］
・
農
ｚ
◎
・
西
（
ｇ
ｇ
）
己
・
鴎
①
．
）
。
し
か
し
こ
の
論
述
に
続
く

冨
曾
目
自
身
の
分
析
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
道
法
は
敵
味
方
の
区
別
を
何
ら
放
棄
し
て
い
な
い
。
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
よ
う
な
場

合
に
形
式
的
な
国
籍
の
基
準
に
か
え
て
実
質
的
な
敵
味
方
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
脅
第
七
五
条
の
よ
う
に
、
自
国
民
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
規
則
も
あ
る
。
し
か
し
こ

の
条
文
も
「
第
一
条
に
規
定
す
る
事
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
限
り
」
つ
ま
り
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
事
態
に
よ
り
影
響
を
受
け
て



琉大法学第64号（2000） 4０
い
る
限
り
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
限
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
言
８
国
シ
固
い
ロ
。
ａ
四
国
宍
シ
因
田
』
。
、
国
司

勺
し
切
目
の
。
輿
三
し
げ
ロ
国
富
尹
再
シ
、
○
Ｆ
句
の
注
釈
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
そ
れ
は
、
武
力
紛
争
か
ら
生
じ
る
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
者
を
除
外
し
、
ま
た
、
武
力
紛
争
に
関
係
し
な
い
当
事
国
の
行
動
ｌ
た
と
え
ば
通
常
の
司
法
行
政
や
適
正
な
秩

序
・
自
国
軍
隊
の
規
律
確
保
の
た
め
の
純
粋
に
国
内
的
な
措
置
ｌ
を
も
除
外
す
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
者
と
受
け
て
い
な
い
者
と
の

区
別
を
い
か
に
す
べ
き
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て
そ
の
個
々
の
紛
争
の
密
度
に
か
な
り
依
拠
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
国
民
が
敵
を
利
す
る
よ
う
に
行
動
し
、
そ
の
本
国
の
当
局
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
罪
を
問
わ
れ

る
場
合
、
第
七
五
条
は
そ
の
自
国
民
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
こ
の
解
釈
は
紛
争
当
事
国
の
国
内
的
権
限
事
項
に
つ
い

て
の
管
轄
権
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
七
五
条
に
『
ミ
ニ
条
約
』
の
性
格
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
『
こ
の
会
蟻
の
目

的
は
人
権
に
関
す
る
条
約
を
起
草
す
る
こ
と
で
は
な
い
』
と
い
う
反
対
の
見
解
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
旨
８
国
し
固
い
■
○
弓
四
国
》

滉
鈩
因
伊
白
○
目
甸
□
し
切
目
の
○
四
》
乏
し
い
ｏ
因
ヨ
シ
罰
Ｐ
ｍ
Ｃ
田
甸
》
冨
固
三
河
［
Ｒ
国
四
、
〔
扇
員
同
国
冒
切
〔
弓
エ
旬
量
厨
Ｄ

Ｏ
Ｓ
亀
田
８
自
国
（
ざ
ヨ
ョ
§
日
ｑ
・
ミ
青
白
さ
・
』
旨
「
単
，
。
』
・
８
（
の
聖
包
昌
斡
・
目
（
』
・
夢
⑮
Ｑ
§
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
§
⑯
葛
。
：
こ
こ
全

（
ご
ｇ
）
９
．
』
＄
Ｌ
ｇ
・
）
ま
た
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
の
解
説
瞥
に
お
い
て
も
同
旨
の
脱
明
が
あ
る
（
閂
○
団
◎
（
ご
日
日
§
日
ｇ

ｏ
百
Ｓ
③
聾
＆
烏
量
◎
百
口
｛
単
ｄ
』
Ｃ
８
房
＆
』
へ
冒
再
⑩
ご
「
「
８
夢
の
。
§
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
■
ご
§
蔑
◎
園
＆
局
普
侭
陽
自
彊
や
（
】
雷
『
）
ご
ロ
・

忠
②
‐
②
ｓ
・
ロ
胃
Ｐ
・
曽
巨
・
）
。

（
５
）
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
第
一
審
裁
判
部
民
旦
尉
冨
目
餌
自
已
因
色
目
且
自
画
事
件
判
決
は
、
明
確
に
、
共
通
第
一
一
一
条
・
第
二
蟻
定

齊
を
「
敵
」
と
「
味
方
」
の
関
係
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
性
格
づ
け
て
い
る
。
．
九
九
四
年
に
進
行
し
て
い
た
Ｆ
Ａ
Ｒ
と
Ｒ
Ｐ

Ｆ
と
の
間
の
権
力
闘
争
は
、
｝
」
の
武
力
紛
争
の
各
当
事
者
が
す
べ
て
の
状
況
に
お
い
て
敵
当
事
者
に
属
す
る
す
べ
て
の
者
を
人
道
的
に
待

遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
」
「
起
訴
状
で
述
べ
ら
れ
た
そ
の
四
つ
の
現
場
で
な
さ
れ
た
犯
罪
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
及
び
そ
の

柵
成
員
に
対
し
て
な
さ
れ
た
犯
罪
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
こ
の
国
の
文
民
当
局
に
よ
っ
て
、
あ
る
民
族
に
属
す
る
自
国
一
般
住
民

に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
公
判
中
に
合
理
的
な
疑
い
の
余
地
な
く
証
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
残
虐
行
為
が
武
力
紛
争

中
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
別
個
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
政
策
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
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内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
個
人
の
処
罰
に
関
し
て
、
武
力
紛
争
の
存
在
及
び
、
当
該
行
為
と
当
該
武
力
紛
争
と

の
関
連
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
点
は
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
方
向
の
ふ
た
つ
の
可

能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
既
存
の
政
府
の
公
式
の
態
度
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
裁
判
所
あ
る
い
は
第
三
国
国

内
裁
判
所
は
反
徒
の
交
戦
資
格
を
当
然
に
前
提
と
し
て
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
基
本
的
に
同
じ
仕
組
み
の
も
の

と
し
て
の
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
」
を
適
用
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
方
向
性
は
、
反
徒
の

交
戦
資
格
を
前
提
と
は
せ
ず
に
、
領
域
国
国
内
裁
判
所
（
及
び
国
際
裁
判
所
・
第
三
国
国
内
裁
判
所
）
は
残
虐
行
為
を
禁
止
す
る

「
国
際
統
一
刑
法
」
と
で
も
い
い
う
る
法
規
則
を
適
用
す
る
、
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の
場
合
に
は
、
武
力
紛
争
の
存

在
も
、
当
該
行
為
と
当
該
武
力
紛
争
と
の
関
連
性
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。
殺
人
、
拷
問
、
強
姦
と
い
う
よ
う
な
世
界
共
通
の
犯
罪
を

世
界
共
通
の
刑
法
で
禁
止
し
、
そ
の
行
為
者
を
裁
判
し
、
処
罰
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
ふ
た
つ
の
異
質
の
刑
事
処
罰

（
６
）

お
わ
り
に

武
力
紛
争
と
同
時
並
行
的
に
、
し
か
し
そ
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、
な
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
犯
罪
は
疑
い
も
な
く
最
も
著
し
い
犯
罪

で
あ
る
が
、
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
も
し
な
く
て
も
な
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
、
武
力

紛
争
の
犠
牲
者
保
護
を
目
的
と
す
る
共
通
第
三
条
及
び
第
二
議
定
醤
の
範
囲
外
に
あ
る
。
」
「
（
自
ら
の
当
局
に
対
し
て
個
人
を
保
護
す

る
の
と
は
違
っ
て
）
敵
に
対
し
て
個
人
を
保
護
す
る
こ
と
が
、
武
力
紛
争
法
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
」
（
目
○
日
国
‐
器
‐
】
‐
自
国
言
Ｐ
］

』
①
ｇ
》
国
の
勺
『
・
画
の
。
ｇ
ｏ
同
こ
・
Ｑ
の
日
①
員
宍
ど
】
、
ヶ
の
日
Ｐ
：
」
○
す
の
』
因
巨
風
且
：
回
（
君
君
君
・
】
Ｑ
す
．
。
『
ｍ
、
）
ご
Ｐ
『
用
・
の
ｇ
‐
の
層
・
）

樋
口
｜
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
適
法
の
違
反
に
対
す
る
処
罰
（
二
。
完
）
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
九
号
一
八
一
頁
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原
則
が
混
乱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

も
と
も
と
、
交
戦
団
体
承
認
を
前
提
と
せ
ず
、
反
徒
の
交
戦
資
格
を
前
提
と
し
な
い
ま
ま
に
内
戦
に
国
際
人
道
法
を
適
用
す
る
と

い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
混
乱
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
既
存
の
政
府
に
と
っ
て
、
制
度
上
義
務
的
に
交
戦
団
体
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
領
域
国
国
内
裁
判
所
が
適
用
す
べ
き
「
国
際
統
一
刑
法
」

の
成
立
が
容
易
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
ら
ず
、
あ
く
ま
で
非
国
際
的
「
武
力
紛
争
」
に
適
用
さ

れ
る
国
際
人
道
法
を
作
成
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
自
国
の
な
か
で
「
武
力
紛
争
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
当
該
政
府
が
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
政
治
的
に
き
わ
め
て
困
難
な
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
可
能
性
と
し
て
は
、
一
方

で
、
武
力
紛
争
の
事
態
に
限
定
さ
れ
な
い
「
国
際
統
一
刑
法
」
を
作
成
し
、
そ
の
う
え
で
、
実
際
上
か
つ
事
後
的
に
反
徒
の
交
戦
資

格
を
前
提
と
す
る
「
内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
」
を
適
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
共
通
第
三
条
及
び
第
二
追
加
議

定
書
は
、
締
約
国
の
公
式
の
か
つ
事
前
の
約
束
と
し
て
、
た
と
え
武
力
紛
争
が
生
じ
た
と
き
に
お
い
て
も
守
ら
れ
る
べ
き
行
動
の
ル
ー

ル
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
約
に
お
け
る
「
武
力
紛
争
の
存
在
」
と
い
う
適
用
条
件
は
、
本
来
必
要
な
も
の

で
は
な
く
、
締
約
国
政
府
の
行
動
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
規
範
と
し
て
は
い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
実
際
的
に
も
十
分
可
能
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
武
力
紛
争
の
存
在
」
を
前
提
と
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
当
該

国
政
府
に
よ
る
公
式
の
適
用
を
引
き
出
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
実
際
に
交
戦
団
体
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

反
徒
の
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、
当
該
国
内
に
お
い
て
事
実
上
国
際
紛
争
と
同
様
の
武
力
紛
争
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

両
者
の
合
法
的
な
戦
闘
行
為
を
前
提
と
し
な
が
ら
不
必
要
な
破
壊
・
殺
戴
を
禁
止
す
る
規
範
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
当
該
政
府
が

交
戦
団
体
承
認
を
行
な
わ
な
く
て
も
、
事
実
上
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
、
実
際
に
も
適
用
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
特
に
国
際
裁
判
所
や

第
三
国
国
内
裁
判
所
が
個
人
の
刑
事
的
処
罰
と
い
う
形
で
適
用
す
る
場
合
、
黙
示
的
に
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ



内戦に適用される国際人道法の適用条件（樋口一彦）4３
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
個
人
を
処
罰
す
る
刑
事
規
定
と
は
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
を
直
接
に
個
人
に
適
用
す
る
と
い
う
裁
判
も
行
な
わ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
圃
顧
》
裁
判
所
・
国
内
裁
判
所
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
適
用
条
件
の
合
理
性
に
つ
い
て
再
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
黒
除
人
道
法
」
が
、
交
戦
者
覧
格
を
有
す
る
も
の
の
間
の
武
力
鞍
手
の
規
則
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
惜
富
汀
共
通
の
最
低
限
の
刑
法
規
則
で
あ
る
の
か
、
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
○
○
○
年
六
月
二
八
日
稿
）


